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有
料
広
告

月
3

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税

の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
残

高
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

※
コ
ン
ビ
ニエン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

3
月
30
日（
土
）31
日（
日
）

町
税
の
納
税
に
つ
い
て
、お
困
り
事

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
住
民
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
日（
金
）・19
日（
火
）・２８
日（
木
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
水
）・
１8
日（
木
）・
２6
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

介
護
保
険
料
９
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
９
期

納
期
限
は
４
月
１
日（
月
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

3
月
の
支
払
日

4
月
の
支
払
日

●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita
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人口
　男
　女
世帯

（　16）
（　 8）
（　 8）
（　 2）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,300人
3,091人
3,209人
3,147世帯

転入  15人/  出生 2人
転出  14人/  死亡 19人

（2月1日現在）

（1月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２4年２０２4年 No815

月月

有
料
広
告

下仁田町下仁田町

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（　弘　）
（岡田常夫）
（邦　明）
（田島晴美）
（安　司）
（　正　）
（齊藤均）
（美智子）
（恵　介）
（　徹　）
（博　昭）
（善　幸）
（尚　寿）
（精　司）
（一　夫）
（関口晴巳）

東野牧
上小坂
中小坂
中小坂
南野牧
横　間
本　宿
東　町
下小坂
城　西
吉　崎
小　川
中　央
東　町
吉　崎
馬　山

金井　タメ
齋藤　キヨ
永井　亮
永井とみ江
小金澤　一
上原　美代
　藤　清
髙田　正美
林　喜代次
岡野　文男
村木とみ子
下山　きよ
永井よし子
平田　尚治
佐藤喜美子
大小原　勇

福田　陽菜
ひな

（信幸・結菜）

1月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

川 井

関係者が一堂に会し、地域防災計画を協議
下仁田町防災会議開催／２月８日
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ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の

変
更
の
お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
小
中
学
校

の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線
下
り

便
の
午
後
５
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
時
間
（
平
日
）
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
変
更
期
間

春
夏
期
　
４
月
１
日
（
月
）
〜

９
月
13
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

下
仁
田
営
業
所
　
☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
　
☎
82―

５
０
３
８

給
与
特
別
徴
収
対
象
者
が
退
職
し
た
際
の

届
出
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
住
民
税
を
給
与
天
引
き

で
納
付
し
て
い
る
方
が
退
職
す
る
場

合
、
退
職
す
る
前
に
給
与
所
得
者
異

動
届
出
書
の
提
出
及
び
最
後
の
給
与

か
ら
残
り
の
税
額
の
一
括
徴
収
が
必

要
で
す
。
届
出
書
の
提
出
が
遅
れ
る

と
、
退
職
者
本
人
へ
の
通
知
が
遅
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
退
職

予
定
者
が
い
る
場
合
、
速
や
か
に
該

当
市
区
町
村
へ
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
（
住
民
税
非
課
税

世
帯
へ
の
7
万
円
給
付
）
に
つ
い
て

　
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま

え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
１
世

帯
あ
た
り
７
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し
、

２
月
13
日
付
で
通
知
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

●
支
給
対
象

　
令
和
５
年
12
月
１
日
現
在
、
下
仁

田
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
か
つ
世

帯
全
員
が
令
和
５
年
度
の
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

　
た
だ
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
扶
養
親
族
等
の
み
の
世
帯

及
び
既
に
他
市
町
村
で
同
様
の
給
付

を
受
け
た
世
帯
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

●
支
給
方
法

①
「
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
」
の

　支
給
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
世
帯

　
原
則
手
続
き
不
要
で
す
。
３
万
円

の
給
付
金
を
受
け
取
っ
た
口
座
へ
直

接
振
り
込
み
ま
す
。

②
「
支
給
要
件
確
認
書
」
が

　届
い
た
世
帯

　
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　
確
認
書
の
提
出
期
限
は
　
令
和
６

年
３
月
15
日
（
金
）
必
着
で
す
。

　
お
早
め
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

通
知
が
届
か
な
い
場
合

　
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
も
関
わ

ら
ず
①
②
の
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
、
別
途
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
至
急
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

本
給
付
金
を
装
っ
た
特
殊
詐
欺
や

個
人
情
報
の
搾
取
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

・
政
府
機
関
や
自
治
体
等
が
、
本
給

付
金
に
つ
い
て
、
現
金
自
動
預
払
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
操
作
や
、
支
給
の
た

め
の
手
数
料
の
振
り
込
み
、
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
使
用
し
た

手
続
き
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
政
府
機
関
や
自
治
体
等
の
装
っ

た
不
審
な
電
話
や
郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル

が
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察
署
か
警
察

相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３

町
営
住
宅
入
居
者

募
集

●
吉
崎
団
地
（
令
和
５
年
度
改
修
）

●
所
在
地

　
下
仁
田
町
大
字
吉
崎
２
８
８

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数

　
１
戸
（
昭
和
57
年
度
建
設
） 

●
間
取
り
等

　
２
階
建
、
３
Ｄ
Ｋ
（
約
66
㎡
）

●
家
賃

　
月
額
１
６
，
２
０
０
円
〜

　
２
４
，
１
０
０
円

（
収
入
に
よ
り
変
動
あ
り
）

●
共
益
費
（
浄
化
槽
等
管
理
費
）

　
月
額
３
，
６
０
０
円

●
駐
車
場

　
月
額
１
，
６
５
０
円
／
１
台

●
敷
金
　家
賃
の
３
カ
月
分

●
資
格
　所
得
制
限
あ
り

●
受
付
日
時
　３
月
１
日
（
金
）
〜

３
月
12
日
（
火
）
の
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
提
出
書
類

　
申
込
書
、
入
居
者
全
員
の
所
得
証

明
書
等
、
納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状

況
に
よ
り
必
要
な
書
類

※

申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
抽
選
と

　
な
り
ま
す
。

※

募
集
期
間
の
終
了
後
、
入
居
希
望

　
者
の
い
な
い
物
件
に
つ
い
て
は
、

　
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

※

下
仁
田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

　
室
内
の
様
子
な
ど
ご
覧
に
な
れ
ま

　
す
。

※

他
の
町
営
住
宅
も
募
集
し
ま
す
。

　
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
　

建
設
水
道
課

管
理
係

☎
64―

８
８
０
７

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
及
び
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
車
検
証
上
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
自
動
車
や
バ
イ
ク
等
を
下
取
り
に

出
し
た
り
、
廃
車
し
た
と
き
、
住

所
・
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
は
、
必

ず
、
下
記
の
「
手
続
き
の
問
い
合
わ

せ
先
」
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
３
月
31
日
ま
で
に
登
録
手
続
き

を
し
な
い
と
、
令
和
６
年
度
も
あ
な

た
に
自
動
車
税
（
種
別
割
）
や
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
が
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

変
更
の
手
続
き
は
、
お
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

〇
自
動
車
税
（
種
別
割
）

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
63
―
２
２
４
５

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
４
３
４
３

〇
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82
―
２
１
１
３
（
直
通
）

自
動
車
や
バ
イ
ク
等
の
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

抹
消
登
録
は
３
月
31
日
ま
で
に
！

車種 手続き先ナンバー区分

下仁田町ナンバー

群馬ナンバー

上記以外の自動車
（普通自動車など）

原動機付自転車（125ｃｃ以下・ ミニカー) 下仁田町役場　住民税務課　税務係
☎0274－82－2113

関東運輸局　群馬運輸支局
登録関係ヘルプデスク
☎050－5540－2021

軽自動車検査協会　群馬事務所
コールセンター
☎050－3816－3109
関東運輸局　群馬運輸支局
登録関係ヘルプデスク
☎050－5540－2021

小型特殊自動車（農耕用など）

2輪の軽自動車
（125ｃｃ超～250ｃｃ以下）
2輪の小型自動車
（250ｃｃを超えるもの）

3輪・4輪の軽自動車

転
出
届
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
転
出
の
届
出
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
電
子
証
明
書
搭
載
サ
ー
ビ
ス
に

対
応
し
た
端
末
を
お
持
ち
の
方
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
み
で
手
続
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
デ
ジ
タ
ル
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出

届
の
提
出
を
し
た
後
は
、
別
途
、
転

入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
等

の
手
続
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
住
民
税
務
課
住
民
係

　
☎
82―

２
１
１
２

下仁田
ホームページ

3 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 2広
報しもにた
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ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の

変
更
の
お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
小
中
学
校

の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線
下
り

便
の
午
後
５
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
時
間
（
平
日
）
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
変
更
期
間

春
夏
期
　
４
月
１
日
（
月
）
〜

９
月
13
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

下
仁
田
営
業
所
　
☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
　
☎
82―

５
０
３
８

給
与
特
別
徴
収
対
象
者
が
退
職
し
た
際
の

届
出
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
住
民
税
を
給
与
天
引
き

で
納
付
し
て
い
る
方
が
退
職
す
る
場

合
、
退
職
す
る
前
に
給
与
所
得
者
異

動
届
出
書
の
提
出
及
び
最
後
の
給
与

か
ら
残
り
の
税
額
の
一
括
徴
収
が
必

要
で
す
。
届
出
書
の
提
出
が
遅
れ
る

と
、
退
職
者
本
人
へ
の
通
知
が
遅
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
退
職

予
定
者
が
い
る
場
合
、
速
や
か
に
該

当
市
区
町
村
へ
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
（
住
民
税
非
課
税

世
帯
へ
の
7
万
円
給
付
）
に
つ
い
て

　
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま

え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
１
世

帯
あ
た
り
７
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し
、

２
月
13
日
付
で
通
知
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

●
支
給
対
象

　
令
和
５
年
12
月
１
日
現
在
、
下
仁

田
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
か
つ
世

帯
全
員
が
令
和
５
年
度
の
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

　
た
だ
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
扶
養
親
族
等
の
み
の
世
帯

及
び
既
に
他
市
町
村
で
同
様
の
給
付

を
受
け
た
世
帯
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

●
支
給
方
法

①
「
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
」
の

　支
給
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
世
帯

　
原
則
手
続
き
不
要
で
す
。
３
万
円

の
給
付
金
を
受
け
取
っ
た
口
座
へ
直

接
振
り
込
み
ま
す
。

②
「
支
給
要
件
確
認
書
」
が

　届
い
た
世
帯

　
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　
確
認
書
の
提
出
期
限
は
　
令
和
６

年
３
月
15
日
（
金
）
必
着
で
す
。

　
お
早
め
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

通
知
が
届
か
な
い
場
合

　
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
も
関
わ

ら
ず
①
②
の
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
、
別
途
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
至
急
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

本
給
付
金
を
装
っ
た
特
殊
詐
欺
や

個
人
情
報
の
搾
取
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

・
政
府
機
関
や
自
治
体
等
が
、
本
給

付
金
に
つ
い
て
、
現
金
自
動
預
払
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
操
作
や
、
支
給
の
た

め
の
手
数
料
の
振
り
込
み
、
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
使
用
し
た

手
続
き
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
政
府
機
関
や
自
治
体
等
の
装
っ

た
不
審
な
電
話
や
郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル

が
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察
署
か
警
察

相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３

町
営
住
宅
入
居
者

募
集

●
吉
崎
団
地
（
令
和
５
年
度
改
修
）

●
所
在
地

　
下
仁
田
町
大
字
吉
崎
２
８
８

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数

　
１
戸
（
昭
和
57
年
度
建
設
） 

●
間
取
り
等

　
２
階
建
、
３
Ｄ
Ｋ
（
約
66
㎡
）

●
家
賃

　
月
額
１
６
，
２
０
０
円
〜

　
２
４
，
１
０
０
円

（
収
入
に
よ
り
変
動
あ
り
）

●
共
益
費
（
浄
化
槽
等
管
理
費
）

　
月
額
３
，
６
０
０
円

●
駐
車
場

　
月
額
１
，
６
５
０
円
／
１
台

●
敷
金
　家
賃
の
３
カ
月
分

●
資
格
　所
得
制
限
あ
り

●
受
付
日
時
　３
月
１
日
（
金
）
〜

３
月
12
日
（
火
）
の
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
提
出
書
類

　
申
込
書
、
入
居
者
全
員
の
所
得
証

明
書
等
、
納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状

況
に
よ
り
必
要
な
書
類

※

申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
抽
選
と

　
な
り
ま
す
。
※

募
集
期
間
の
終
了
後
、
入
居
希
望

　
者
の
い
な
い
物
件
に
つ
い
て
は
、

　
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

※

下
仁
田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

　
室
内
の
様
子
な
ど
ご
覧
に
な
れ
ま

　
す
。

※

他
の
町
営
住
宅
も
募
集
し
ま
す
。

　
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
　

建
設
水
道
課

管
理
係

☎
64―

８
８
０
７

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
及
び
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
車
検
証
上
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
自
動
車
や
バ
イ
ク
等
を
下
取
り
に

出
し
た
り
、
廃
車
し
た
と
き
、
住

所
・
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
は
、
必

ず
、
下
記
の
「
手
続
き
の
問
い
合
わ

せ
先
」
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
３
月
31
日
ま
で
に
登
録
手
続
き

を
し
な
い
と
、
令
和
６
年
度
も
あ
な

た
に
自
動
車
税
（
種
別
割
）
や
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
が
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

変
更
の
手
続
き
は
、
お
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

〇
自
動
車
税
（
種
別
割
）

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
63
―
２
２
４
５

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
４
３
４
３

〇
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82
―
２
１
１
３
（
直
通
）

自
動
車
や
バ
イ
ク
等
の
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

抹
消
登
録
は
３
月
31
日
ま
で
に
！

車種 手続き先ナンバー区分

下仁田町ナンバー

群馬ナンバー

上記以外の自動車
（普通自動車など）

原動機付自転車（125ｃｃ以下・ ミニカー) 下仁田町役場　住民税務課　税務係
☎0274－82－2113

関東運輸局　群馬運輸支局
登録関係ヘルプデスク
☎050－5540－2021

軽自動車検査協会　群馬事務所
コールセンター
☎050－3816－3109
関東運輸局　群馬運輸支局
登録関係ヘルプデスク
☎050－5540－2021

小型特殊自動車（農耕用など）

2輪の軽自動車
（125ｃｃ超～250ｃｃ以下）
2輪の小型自動車
（250ｃｃを超えるもの）

3輪・4輪の軽自動車

転
出
届
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
転
出
の
届
出
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
電
子
証
明
書
搭
載
サ
ー
ビ
ス
に

対
応
し
た
端
末
を
お
持
ち
の
方
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
み
で
手
続
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
デ
ジ
タ
ル
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出

届
の
提
出
を
し
た
後
は
、
別
途
、
転

入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
等

の
手
続
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
住
民
税
務
課
住
民
係

　
☎
82―

２
１
１
２

下仁田
ホームページ
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行政情報行政情報

令
和
6
年
3
月
1
日
か
ら

戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付
が
始
ま
り
ま
す

　
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
、
本
籍
地
以
外
の
市
区

町
村
で
も
戸
籍
証
明
書
等
を
請
求
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
籍
地
が

遠
く
に
あ
る
方
で
も
、
お
住
ま
い
や

勤
務
先
の
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
窓

口
で
請
求
で
き
ま
す
。

●
交
付
で
き
る
証
明
書
の
種
類

・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
（
戸
籍
謄
本
）

・
除
籍
全
部
事
項
証
明
（
除
籍
謄
本
）

●
請
求
で
き
る
方

・
本
人
、
配
偶
者

・
父
母
、
祖
父
母
等
（
直
系
尊
属
）

・
子
、
孫
等
（
直
系
卑
属
）

●
注
意
事
項

・
戸
籍
謄
本
等
を
請
求
で
き
る
方
が

直
接
窓
口
で
請
求
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
郵
送
や
委
任
状
に
よ
る
代
理

請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
窓
口
に
お
越
し
の
方
の
本
人
確
認

書
類
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

運
転
免
許
証
等
の
顔
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
な
い

一
部
の
戸
籍
謄
本
、
除
籍
謄
本
は
対

象
外
で
す
。

・
個
人
事
項
証
明
（
戸
籍
抄
本
）
は

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　
相
続
等
の
手
続
き
の
た
め
に
、
出

生
か
ら
死
亡
ま
で
の
一
連
の
戸
籍
を

請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
発
行
ま
で
に

お
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
受
付
時
間
や
証
明
書
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
即
時
交
付
が
で

き
ず
、
後
日
の
交
付
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
法
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
-

JI/m
inji04_00082.htm

l

山
火
事
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
毎
年
２
月
〜
５
月
に
か
け
て
林
野

火
災
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
発
生
原
因
は
、
屋
外
で
の

「
た
き
火
」
や
「
野
焼
き
」
な
ど
、

人
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
森
林
事
務
所

☎
62―

１
５
３
５

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て
行
う
個
人

又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出

基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
５
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、同
規
程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま

す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

支出日

1月4日

1月5日

1月6日

1月7日

1月12日

1月12日

1月18日

1月18日

1月19日

1月24日

1月26日

1月27日

1月30日

1月分

支出区分

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

弔慰

下仁田町区長会 新年会

上毛新聞社 新年交歓会

下仁田建築業組合　新春初顔合わせ会

下仁田町消防団 慰労会

甘楽多野地域町村議会議員交流会懇親会

下仁田町商工会 新年会

下仁田町老人クラブ連合会 新年会

富岡甘楽歯科医師会 新年会

下仁田町木材組合 新年会

下仁田町民生児童委員協議会 新年会

下仁田町森林組合 新年会

富岡市甘楽郡医師会 新年会

富岡甘楽保護区保護司会 新年懇親会

葬儀生花 2件

支出金額

5,000

10,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

4,000

5,000

5,000

4,000

10,500

78,500

支出内容

(1月分) (単位:円)

1月分 計
日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail：info@komoriuta.jp　 URL：https://www.komoriuta.jp/
日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail：info@komoriuta.jp　 URL：https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～3月イベント事業のご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～3月イベント事業のご案内～

♦高橋 美清（たかはし びせい）尼僧による青空説法（第6回）

天台宗　心月院住職。昌賢学園群馬医療福祉大学。同短期大学、同専門学校、非常勤講師。
マナーや礼節を担当。伊勢崎保護区保護司会　保護司。
ＳＩＡ認定ネットセーフティ・アドバイザー。

～髙橋　美清さんプロフィール～

●日　時：令和６年３月２４日（日）１３：００～１４：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦手相鑑定～手相鑑定士による開運占い～
１月２７日（土）に行われた手相鑑定は、大変好評でした！！
日々変化する手相から、暮らしのヒント、開運、運勢を占ってみませんか。
●日　時：令和６年３月３０日（土）１０：００～１６：００
●費　用：１，０００円／１０分　※事前のお申込みが必要（空きがあれば当日のお申込みも可）

♦多田　欣也 氏による「ガーデニング教室」～春の花の寄せ植え）
●日　時：令和６年３月２３日（土）１３：００～（１時間半程度）
●費　用：３，０００円／人（材料費込み）　※事前のお申込みが必要（～３／１５まで）
※作った寄せ植えはお持ち帰りいただけます。

♦植物学者　里見　哲夫 氏（元下仁田町教育長）による「遊びと学びの自然教室」＜講座＞
●日　時：令和６年３月１６日（土）１２：３０～１時間程度で、懇親会を予定しております。
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要
※ぐんま鉱山研究会ご協力

♦画家　黛　一子 氏による「故郷談話室」＜講座＞
西村姫街道本宿の思い出は、黛一子画伯の心に刻まれ離れることはありません。この華やかな宿場町の方々には、
同じように昔を懐かしむ人も多くご健在でおられます。黛一子画伯を囲んでその鮮明な話を中心に昔の本宿とこれ
からの本宿をつないでいきませんか。
●日　時：令和６年３月９日（土）１３：００～１４：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦自然インストラクター　黛　治男 氏による「里山クラブ」
●日　時：令和６年３月９日（土）
　＜講　座＞１０：００～１０：３０　早春を彩る春の妖精たち…春植物の生態
　＜散　策＞１１：００～（１時間程度）ねぎぼうず周辺の里山散策
●費　用：無料　※事前のお申込みが必要（先着１５名、講座と散策どちらかだけでも参加可）

上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。
※「里山クラブ」の自然散策は移動あり

♦相川　厚 医師による「生き生き健康教室」～成人病を乗り切ろう！！～＜講座＞

１９５１年東京生まれ。慶応義塾大学医学部卒業。東邦大学医学部名誉教授。日本移植学会理事。
日本子守唄協会の理事でもあり、女性やお子様の健康へのお手伝いをして頂くことになりました。

～相川　厚さんプロフィール～

●日　時：令和６年３月２４日（日）１４：３０～１５：３０
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

5 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 4広
報しもにた
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令
和
6
年
3
月
1
日
か
ら

戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付
が
始
ま
り
ま
す

　
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
、
本
籍
地
以
外
の
市
区

町
村
で
も
戸
籍
証
明
書
等
を
請
求
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
籍
地
が

遠
く
に
あ
る
方
で
も
、
お
住
ま
い
や

勤
務
先
の
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
窓

口
で
請
求
で
き
ま
す
。

●
交
付
で
き
る
証
明
書
の
種
類

・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
（
戸
籍
謄
本
）

・
除
籍
全
部
事
項
証
明
（
除
籍
謄
本
）

●
請
求
で
き
る
方

・
本
人
、
配
偶
者

・
父
母
、
祖
父
母
等
（
直
系
尊
属
）

・
子
、
孫
等
（
直
系
卑
属
）

●
注
意
事
項

・
戸
籍
謄
本
等
を
請
求
で
き
る
方
が

直
接
窓
口
で
請
求
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
郵
送
や
委
任
状
に
よ
る
代
理

請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
窓
口
に
お
越
し
の
方
の
本
人
確
認

書
類
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

運
転
免
許
証
等
の
顔
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
な
い

一
部
の
戸
籍
謄
本
、
除
籍
謄
本
は
対

象
外
で
す
。

・
個
人
事
項
証
明
（
戸
籍
抄
本
）
は

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　
相
続
等
の
手
続
き
の
た
め
に
、
出

生
か
ら
死
亡
ま
で
の
一
連
の
戸
籍
を

請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
発
行
ま
で
に

お
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
受
付
時
間
や
証
明
書
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
即
時
交
付
が
で

き
ず
、
後
日
の
交
付
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
法
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
-

JI/m
inji04_00082.htm

l

山
火
事
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
毎
年
２
月
〜
５
月
に
か
け
て
林
野

火
災
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
発
生
原
因
は
、
屋
外
で
の

「
た
き
火
」
や
「
野
焼
き
」
な
ど
、

人
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
森
林
事
務
所

☎
62―

１
５
３
５

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て
行
う
個
人

又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出

基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
５
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、同
規
程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま

す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

支出日

1月4日

1月5日

1月6日

1月7日

1月12日

1月12日

1月18日

1月18日

1月19日

1月24日

1月26日

1月27日

1月30日

1月分

支出区分

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

会費

弔慰

下仁田町区長会 新年会

上毛新聞社 新年交歓会

下仁田建築業組合　新春初顔合わせ会

下仁田町消防団 慰労会

甘楽多野地域町村議会議員交流会懇親会

下仁田町商工会 新年会

下仁田町老人クラブ連合会 新年会

富岡甘楽歯科医師会 新年会

下仁田町木材組合 新年会

下仁田町民生児童委員協議会 新年会

下仁田町森林組合 新年会

富岡市甘楽郡医師会 新年会

富岡甘楽保護区保護司会 新年懇親会

葬儀生花 2件

支出金額

5,000

10,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

4,000

5,000

5,000

4,000

10,500

78,500

支出内容

(1月分) (単位:円)

1月分 計
日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail：info@komoriuta.jp　 URL：https://www.komoriuta.jp/
日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail：info@komoriuta.jp　 URL：https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～3月イベント事業のご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～3月イベント事業のご案内～

♦高橋 美清（たかはし びせい）尼僧による青空説法（第6回）

天台宗　心月院住職。昌賢学園群馬医療福祉大学。同短期大学、同専門学校、非常勤講師。
マナーや礼節を担当。伊勢崎保護区保護司会　保護司。
ＳＩＡ認定ネットセーフティ・アドバイザー。

～髙橋　美清さんプロフィール～

●日　時：令和６年３月２４日（日）１３：００～１４：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦手相鑑定～手相鑑定士による開運占い～
１月２７日（土）に行われた手相鑑定は、大変好評でした！！
日々変化する手相から、暮らしのヒント、開運、運勢を占ってみませんか。
●日　時：令和６年３月３０日（土）１０：００～１６：００
●費　用：１，０００円／１０分　※事前のお申込みが必要（空きがあれば当日のお申込みも可）

♦多田　欣也 氏による「ガーデニング教室」～春の花の寄せ植え）
●日　時：令和６年３月２３日（土）１３：００～（１時間半程度）
●費　用：３，０００円／人（材料費込み）　※事前のお申込みが必要（～３／１５まで）
※作った寄せ植えはお持ち帰りいただけます。

♦植物学者　里見　哲夫 氏（元下仁田町教育長）による「遊びと学びの自然教室」＜講座＞
●日　時：令和６年３月１６日（土）１２：３０～１時間程度で、懇親会を予定しております。
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要
※ぐんま鉱山研究会ご協力

♦画家　黛　一子 氏による「故郷談話室」＜講座＞
西村姫街道本宿の思い出は、黛一子画伯の心に刻まれ離れることはありません。この華やかな宿場町の方々には、
同じように昔を懐かしむ人も多くご健在でおられます。黛一子画伯を囲んでその鮮明な話を中心に昔の本宿とこれ
からの本宿をつないでいきませんか。
●日　時：令和６年３月９日（土）１３：００～１４：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦自然インストラクター　黛　治男 氏による「里山クラブ」
●日　時：令和６年３月９日（土）
　＜講　座＞１０：００～１０：３０　早春を彩る春の妖精たち…春植物の生態
　＜散　策＞１１：００～（１時間程度）ねぎぼうず周辺の里山散策
●費　用：無料　※事前のお申込みが必要（先着１５名、講座と散策どちらかだけでも参加可）

上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。
※「里山クラブ」の自然散策は移動あり

♦相川　厚 医師による「生き生き健康教室」～成人病を乗り切ろう！！～＜講座＞

１９５１年東京生まれ。慶応義塾大学医学部卒業。東邦大学医学部名誉教授。日本移植学会理事。
日本子守唄協会の理事でもあり、女性やお子様の健康へのお手伝いをして頂くことになりました。

～相川　厚さんプロフィール～

●日　時：令和６年３月２４日（日）１４：３０～１５：３０
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

5 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 4広
報しもにた
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令
和
６
年
４
月
か
ら「
ね
ぎ
と
こ
ん

に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
ロ
ー
ン
」の
借
入

を
希
望
す
る
方
の
利
用
者
登
録
を
、企

画
課
で
受
付
開
始
し
ま
す
。

　
下
仁
田
町
民
だ
け
が
使
え
る
、独
自

の
低
金
利
奨
学
ロ
ー
ン「
ね
ぎ
と
こ
ん

に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
ロ
ー
ン
」と
、そ
の

返
済
に
対
す
る
町
か
ら
の
補
助
金
を
、

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
制

度
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
財
源
の
ほ
と
ん
ど
を
企

業
・
個
人
か
ら
の
寄
付
で
賄
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
が
勉
学
に
励
む
こ
と
を
支

援
し
、下
仁
田
町
へ
帰
っ
て
く
る
こ
と
を

期
待
す
る
定
住
促
進
策
で
あ
り
、地
域

全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
応
援
す
る

制
度
で
す
。

　
保
護
者
等
が
役
場
の
企
画
課
で
利

用
者
登
録
を
行
い
、
町
内
の
連
携
金

融
機
関
か
ら
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
ロ
ー
ン
」
を
借
入
し
、

お
子
さ
ん
の
在
学
中
は
利
息
を
、
卒

業
後
は
元
金
と
利
息
を
返
済
し
ま

す
。

　
お
子
さ
ん
の
在
学
中
に
返
済
し
た

利
息
相
当
額
は
卒
業
時
に
、
卒
業
後

に
返
済
し
た
元
金
と
利
息
の
相
当
額

は
一
年
毎
に
、
町
が
「
ね
ぎ
と
こ
ん

に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
基
金
」
か
ら

補
助
し
ま
す
。
（
卒
業
後
の
補
助
を

受
け
る
に
は
、
町
内
在
住
や
就
労
な

ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
）

　
町
か
ら
補
助
を
受
け
る
に
は
、
補

助
金
の
交
付
申
請
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
企
画
課
か
ら
の
通
知
や
広

報
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
護
者
等

子
ど
も
の
親
、
ま
た
は
親
に
代
わ
り

子
を
保
護
す
る
義
務
の
あ
る
者
。

※

利
用
資
格
は
、
子
ど
も
の
年
齢
や
学

校
の
種
類
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
貸
付
額

・
高
校
生
・
予
備
校
生
：
月
額
３
万
円

・
大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
校
生
等

：
月
額
５
万
円

●
貸
付
利
率

年
１
・
５
％
（
変
動
金
利
）

●
貸
付
期
間

就
学
期
間
終
了
ま
で

●
返
済
期
間
　

・
在
学
中
：
利
息

・
最
終
の
学
校
卒
業
後
：
利
息
＋
元

金
10
年
間
均
等
返
済

●
受
付
期
間
　
通
年

※

入
学
時
に
限
ら
ず
、
学
年
の
途
中

で
も
借
入
で
き
ま
す
。

●
新
規
の
利
用
者
登
録
に
必
要
な
提

出
書
類

①
申
請
書
（
利
用
申
出
書
・
確
認
書
）

②
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

③
合
格
通
知
書
、
入
学
許
可
書
、
在
学

証
明
書
、
学
生
証 

い
ず
れ
か
の
写
し

④
住
民
票
（
世
帯
全
員
）

※

①
か
ら
④
の
書
類
を
企
画
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で
も
可
）

●
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
の
補
助

金
交
付
申
請

補
助
金
交
付
該
当
者
に
は
企
画
課
か
ら

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

・
お
子
さ
ん
が
卒
業
予
定
（
進
学
ま
た

は
就
職
）
：
３
月
初
旬
に
送
付
予
定

・
お
子
さ
ん
が
社
会
人
：
３
月
下
旬
に

送
付
予
定

●
貸
付
期
間

就
学
期
間
終
了
ま
で

●
返
済
期
間
　

・
在
学
中
：
利
息

・
最
終
の
学
校
卒
業
後
：
利
息
＋
元

金
10
年
間
均
等
返
済

●
受
付
期
間
　
通
年

※

入
学
時
に
限
ら
ず
、
学
年
の
途
中

で
も
借
入
で
き
ま
す
。

●
新
規
の
利
用
者
登
録
に
必
要
な
提

出
書
類

①
申
請
書
（
利
用
申
出
書
・
確
認
書
）

②
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

③
合
格
通
知
書
、
入
学
許
可
書
、
在
学

証
明
書
、
学
生
証 

い
ず
れ
か
の
写
し

④
住
民
票
（
世
帯
全
員
）

※

①
か
ら
④
の
書
類
を
企
画
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で
も
可
）

●
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
の
補
助

金
交
付
申
請

補
助
金
交
付
該
当
者
に
は
企
画
課
か
ら

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

・
お
子
さ
ん
が
卒
業
予
定
（
進
学
ま
た

は
就
職
）
：
３
月
初
旬
に
送
付
予
定

・
お
子
さ
ん
が
社
会
人
：
３
月
下
旬
に

送
付
予
定

　　

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
制
度
の
新
規
受
付
が
始
ま
り
ま
す

令
和
６
年
度 

申
込
開
始

利
用
方
法

新
規
の
利
用
者
登
録・補
助

金
交
付
申
請
に
つ
い
て

奨
学
金
制
度
に
対
す
る

ご
寄
付
の
お
願
い

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
金
制
度
」と
は

利
用
資
格

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ

▽
奨
学
金
制
度
に
関
す
る
こ
と

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

▽
奨
学
ロ
ー
ン
に
関
す
る
こ
と

群
馬
銀
行
下
仁
田
支
店

☎
82―

２
２
２
１

し
の
の
め
信
用
金
庫
下
仁
田
支
店

☎
82―

２
２
５
５

群
馬
県
信
用
組
合
下
仁
田
支
店

☎
82―

３
３
１
１

　
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨

学
金
制
度
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
の

寄
付
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
し

て
い
る
制
度
で
す
。
個
人
・
企
業

様
で
こ
の
取
り
組
み
に
ご
賛
同
い

た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
下
仁
田
町
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
、
将
来
に
渡
っ
て
安
定

し
た
制
度
に
な
る
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
町
外
の
個
人
・
企
業
様
の
場
合

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
・
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
税
額
控

除
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

高
校
大
学
等
に
在
学
し
て
い
る
者
の

保
護
者
等
で
、下
仁
田
町
が
住
所
地
で
、

実
際
に
居
住
し
て
い
る
者

「
1
6
，9
8
0
円
」で
す

令
和
6
年
度

国
民
年
金

月
額
保
険
料
は

●
納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付

　
令
和
６
年
度
分
の
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
書
は
、
４
月
の
初

め
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。
月
ご
と
の
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
通
常
の
納
付

書
を
、
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
前
納
用
の
納
付
書
を
使
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替

　
各
月
ご
と
に
、
通
常
振
替
の
場

合
は
翌
月
末
に
、
当
月
末
振
替
の

場
合
は
当
月
末
に
指
定
の
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

　
６
ヵ
月
前
納
を
申
し
込
ま
れ

た
場
合
は
４
月
末
と
１０
月
末
に
、

１
年
前
納
と
２
年
前
納
を
申
し

込
ま
れ
た
場
合
は
４
月
末
に
、
そ

れ
ぞ
れ
割
引
さ
れ
た
金
額
の
保

険
料
が
指
定
の
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
４
８
９
０

町HP

保護者保護者

新規の利用者登録に必要な提出書類新規の利用者登録に必要な提出書類

奨学ローン契約の必要書類奨学ローン契約の必要書類

※必要書類は奨学ローン借入申込時に必要※必要書類は奨学ローン借入申込時に必要

役場役場

step１

保護者保護者

奨学ローン借入申込奨学ローン借入申込

奨学ローン契約締結書類奨学ローン契約締結書類

※ローン契約締結書類（写）は役場に提出

※必要書類は各金融機関に照会step２

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金制度　利用申込の流れ

利
用
者
登
録

奨
学
ロ
ー
ン
の
借
入

金融機関金融機関
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行政情報行政情報

　
令
和
６
年
４
月
か
ら「
ね
ぎ
と
こ
ん

に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
ロ
ー
ン
」の
借
入

を
希
望
す
る
方
の
利
用
者
登
録
を
、企

画
課
で
受
付
開
始
し
ま
す
。

　
下
仁
田
町
民
だ
け
が
使
え
る
、独
自

の
低
金
利
奨
学
ロ
ー
ン「
ね
ぎ
と
こ
ん

に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
ロ
ー
ン
」と
、そ
の

返
済
に
対
す
る
町
か
ら
の
補
助
金
を
、

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
制

度
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
財
源
の
ほ
と
ん
ど
を
企

業
・
個
人
か
ら
の
寄
付
で
賄
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
が
勉
学
に
励
む
こ
と
を
支

援
し
、下
仁
田
町
へ
帰
っ
て
く
る
こ
と
を

期
待
す
る
定
住
促
進
策
で
あ
り
、地
域

全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
応
援
す
る

制
度
で
す
。

　
保
護
者
等
が
役
場
の
企
画
課
で
利

用
者
登
録
を
行
い
、
町
内
の
連
携
金

融
機
関
か
ら
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
ロ
ー
ン
」
を
借
入
し
、

お
子
さ
ん
の
在
学
中
は
利
息
を
、
卒

業
後
は
元
金
と
利
息
を
返
済
し
ま

す
。

　
お
子
さ
ん
の
在
学
中
に
返
済
し
た

利
息
相
当
額
は
卒
業
時
に
、
卒
業
後

に
返
済
し
た
元
金
と
利
息
の
相
当
額

は
一
年
毎
に
、
町
が
「
ね
ぎ
と
こ
ん

に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
基
金
」
か
ら

補
助
し
ま
す
。
（
卒
業
後
の
補
助
を

受
け
る
に
は
、
町
内
在
住
や
就
労
な

ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
）

　
町
か
ら
補
助
を
受
け
る
に
は
、
補

助
金
の
交
付
申
請
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
企
画
課
か
ら
の
通
知
や
広

報
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
護
者
等

子
ど
も
の
親
、
ま
た
は
親
に
代
わ
り

子
を
保
護
す
る
義
務
の
あ
る
者
。

※

利
用
資
格
は
、
子
ど
も
の
年
齢
や
学

校
の
種
類
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
貸
付
額

・
高
校
生
・
予
備
校
生
：
月
額
３
万
円

・
大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
校
生
等

：
月
額
５
万
円

●
貸
付
利
率

年
１
・
５
％
（
変
動
金
利
）

●
貸
付
期
間

就
学
期
間
終
了
ま
で

●
返
済
期
間
　

・
在
学
中
：
利
息

・
最
終
の
学
校
卒
業
後
：
利
息
＋
元

金
10
年
間
均
等
返
済

●
受
付
期
間
　
通
年

※

入
学
時
に
限
ら
ず
、
学
年
の
途
中

で
も
借
入
で
き
ま
す
。

●
新
規
の
利
用
者
登
録
に
必
要
な
提

出
書
類

①
申
請
書
（
利
用
申
出
書
・
確
認
書
）

②
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

③
合
格
通
知
書
、
入
学
許
可
書
、
在
学

証
明
書
、
学
生
証 

い
ず
れ
か
の
写
し

④
住
民
票
（
世
帯
全
員
）

※

①
か
ら
④
の
書
類
を
企
画
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で
も
可
）

●
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
の
補
助

金
交
付
申
請

補
助
金
交
付
該
当
者
に
は
企
画
課
か
ら

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

・
お
子
さ
ん
が
卒
業
予
定
（
進
学
ま
た

は
就
職
）
：
３
月
初
旬
に
送
付
予
定

・
お
子
さ
ん
が
社
会
人
：
３
月
下
旬
に

送
付
予
定

●
貸
付
期
間

就
学
期
間
終
了
ま
で

●
返
済
期
間
　

・
在
学
中
：
利
息

・
最
終
の
学
校
卒
業
後
：
利
息
＋
元

金
10
年
間
均
等
返
済

●
受
付
期
間
　
通
年

※

入
学
時
に
限
ら
ず
、
学
年
の
途
中

で
も
借
入
で
き
ま
す
。

●
新
規
の
利
用
者
登
録
に
必
要
な
提

出
書
類

①
申
請
書
（
利
用
申
出
書
・
確
認
書
）

②
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

③
合
格
通
知
書
、
入
学
許
可
書
、
在
学

証
明
書
、
学
生
証 

い
ず
れ
か
の
写
し

④
住
民
票
（
世
帯
全
員
）

※

①
か
ら
④
の
書
類
を
企
画
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で
も
可
）

●
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
の
補
助

金
交
付
申
請

補
助
金
交
付
該
当
者
に
は
企
画
課
か
ら

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

・
お
子
さ
ん
が
卒
業
予
定
（
進
学
ま
た

は
就
職
）
：
３
月
初
旬
に
送
付
予
定

・
お
子
さ
ん
が
社
会
人
：
３
月
下
旬
に

送
付
予
定

　　

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
制
度
の
新
規
受
付
が
始
ま
り
ま
す

令
和
６
年
度 

申
込
開
始

利
用
方
法

新
規
の
利
用
者
登
録・補
助

金
交
付
申
請
に
つ
い
て

奨
学
金
制
度
に
対
す
る

ご
寄
付
の
お
願
い

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
金
制
度
」と
は

利
用
資
格

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ

▽
奨
学
金
制
度
に
関
す
る
こ
と

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

▽
奨
学
ロ
ー
ン
に
関
す
る
こ
と

群
馬
銀
行
下
仁
田
支
店

☎
82―

２
２
２
１

し
の
の
め
信
用
金
庫
下
仁
田
支
店

☎
82―

２
２
５
５

群
馬
県
信
用
組
合
下
仁
田
支
店

☎
82―

３
３
１
１

　
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨

学
金
制
度
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
の

寄
付
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
し

て
い
る
制
度
で
す
。
個
人
・
企
業

様
で
こ
の
取
り
組
み
に
ご
賛
同
い

た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
下
仁
田
町
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
、
将
来
に
渡
っ
て
安
定

し
た
制
度
に
な
る
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
町
外
の
個
人
・
企
業
様
の
場
合

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
・
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
税
額
控

除
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

高
校
大
学
等
に
在
学
し
て
い
る
者
の

保
護
者
等
で
、下
仁
田
町
が
住
所
地
で
、

実
際
に
居
住
し
て
い
る
者

「
1
6
，9
8
0
円
」で
す

令
和
6
年
度

国
民
年
金

月
額
保
険
料
は

●
納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付

　
令
和
６
年
度
分
の
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
書
は
、
４
月
の
初

め
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。
月
ご
と
の
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
通
常
の
納
付

書
を
、
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
前
納
用
の
納
付
書
を
使
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替

　
各
月
ご
と
に
、
通
常
振
替
の
場

合
は
翌
月
末
に
、
当
月
末
振
替
の

場
合
は
当
月
末
に
指
定
の
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

　
６
ヵ
月
前
納
を
申
し
込
ま
れ

た
場
合
は
４
月
末
と
１０
月
末
に
、

１
年
前
納
と
２
年
前
納
を
申
し

込
ま
れ
た
場
合
は
４
月
末
に
、
そ

れ
ぞ
れ
割
引
さ
れ
た
金
額
の
保

険
料
が
指
定
の
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
４
８
９
０

町HP

保護者保護者

新規の利用者登録に必要な提出書類新規の利用者登録に必要な提出書類

奨学ローン契約の必要書類奨学ローン契約の必要書類

※必要書類は奨学ローン借入申込時に必要※必要書類は奨学ローン借入申込時に必要

役場役場

step１

保護者保護者

奨学ローン借入申込奨学ローン借入申込

奨学ローン契約締結書類奨学ローン契約締結書類

※ローン契約締結書類（写）は役場に提出

※必要書類は各金融機関に照会step２

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金制度　利用申込の流れ

利
用
者
登
録

奨
学
ロ
ー
ン
の
借
入

金融機関金融機関
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令和6年
第472号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

　富岡甘楽圏内の文化の振興を図るため、２年に一度、各文化協会から推薦された団体等が出演し、日頃の練
習成果を発表します。前回はコロナにより中止だったため、４年ぶりの開催です。下仁田町からは「同響会」と「裕
仁会」が参加しますので、みなさんお誘い合わせの上お出かけください。
●期　日　３月１７日（日）　　　　　●時　間　午後１時開演
●会　場　富岡市生涯学習センター　●内　容　各文化協会を構成する団体・個人の芸能発表会
●入場料　無料
●問い合わせ　富岡甘楽文化振興協議会事務局（かぶら文化ホール内）　☎６０－１２３０
　　　　　　　下仁田町公民館　☎８２－３５３５　

令和５年度富岡甘楽文化振興協議会芸能発表会が開催されます！令和５年度富岡甘楽文化振興協議会芸能発表会が開催されます！

　人生を豊かにしてくれる趣味としての読書！しばしば睡眠導入剤になりがちとは言え、素敵な本と出会いたいも
のですね。時代小説は、決して歴史が好きな人向けとか、年齢層が高めな人向けではなく、作品の内容が多様化
していて読者層が拡大していると言えます。好きな作品に出会えれば、今の時代を忘れてしまうほどの魅力に引
き込まれるのではないでしょうか。シリーズものも多い時代小説ですが、小さくて軽い文庫本は、どこでも気楽に読
めます。
●時代小説の楽しみ方
　時代背景を読み解きながら当時の生活を楽しんだり、侍や忍者が出てくる剣術を楽しんだりと１つのジャンル
に特化したストーリーで構成されているものが多い時代小説。例えば、次のような本はいかがでしょう。
◆畠山健二著：『本所おけら長屋』は、貧しいけれどお節介、そそっかしいけれど情に厚い。江戸落語さながらの笑
いと人情味あふれる連作時代小説です。
◆佐伯泰英著：『居眠り磐音江戸双紙』などは、剣豪である主人公の生き方や悪を斬っていく剣さばきの爽快さを
味わうことができます。
　ご紹介した作品はほんの一部です。このほかに上田秀人、鈴木英治、鳥羽亮、藤井邦夫、藤原緋沙子の著書等、
とにかく多数あります。ぜひ、図書室に足を運んでみてください。お待ちしています。

時代小説を読んでみませんか！多数とりそろえてあります！ 時代小説を読んでみませんか！多数とりそろえてあります！ 

～今回は、時代小説の面白さについてご紹介します～
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剣客大名柳生俊平２０　将軍吉宗の大敵
取次屋栄三３　若の恋

長兵衛天眼帳　湯どうふ牡丹雪
かいけつゾロリいきなり王さまになる！
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　富岡甘楽圏内の文化の振興を図るため、２年に一度、各文化協会から推薦された団体等が出演し、日頃の練
習成果を発表します。前回はコロナにより中止だったため、４年ぶりの開催です。下仁田町からは「同響会」と「裕
仁会」が参加しますので、みなさんお誘い合わせの上お出かけください。
●期　日　３月１７日（日）　　　　　●時　間　午後１時開演
●会　場　富岡市生涯学習センター　●内　容　各文化協会を構成する団体・個人の芸能発表会
●入場料　無料
●問い合わせ　富岡甘楽文化振興協議会事務局（かぶら文化ホール内）　☎６０－１２３０
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令和５年度富岡甘楽文化振興協議会芸能発表会が開催されます！令和５年度富岡甘楽文化振興協議会芸能発表会が開催されます！

　人生を豊かにしてくれる趣味としての読書！しばしば睡眠導入剤になりがちとは言え、素敵な本と出会いたいも
のですね。時代小説は、決して歴史が好きな人向けとか、年齢層が高めな人向けではなく、作品の内容が多様化
していて読者層が拡大していると言えます。好きな作品に出会えれば、今の時代を忘れてしまうほどの魅力に引
き込まれるのではないでしょうか。シリーズものも多い時代小説ですが、小さくて軽い文庫本は、どこでも気楽に読
めます。
●時代小説の楽しみ方
　時代背景を読み解きながら当時の生活を楽しんだり、侍や忍者が出てくる剣術を楽しんだりと１つのジャンル
に特化したストーリーで構成されているものが多い時代小説。例えば、次のような本はいかがでしょう。
◆畠山健二著：『本所おけら長屋』は、貧しいけれどお節介、そそっかしいけれど情に厚い。江戸落語さながらの笑
いと人情味あふれる連作時代小説です。
◆佐伯泰英著：『居眠り磐音江戸双紙』などは、剣豪である主人公の生き方や悪を斬っていく剣さばきの爽快さを
味わうことができます。
　ご紹介した作品はほんの一部です。このほかに上田秀人、鈴木英治、鳥羽亮、藤井邦夫、藤原緋沙子の著書等、
とにかく多数あります。ぜひ、図書室に足を運んでみてください。お待ちしています。

時代小説を読んでみませんか！多数とりそろえてあります！ 時代小説を読んでみませんか！多数とりそろえてあります！ 
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井

　陽
子

■
電
飾
の
お
と
ぎ
の
国
や
冬
の
庭

　
　
　
　斉
藤

　悦
子

■
日
本
中
の
淑
気
を
奪
ふ
能
登
の
地
震

　
　佐
藤
志
げ
子

■
入
れ
替
り
立
ち
替
り
来
る
お
正
月

　
　吉
田

　文
子

■
被
災
地
へ
希
望
を
つ
な
ぐ
初
御
籤

　
　工
藤

　初
恵

■
寒
の
水
五
臓
六
腑
に
き
ゅ
っ
と
染
む

　新
井

　笑
子

■
侘
助
や
人
は
情
け
の
世
に
生
き
る

　
　高
田

　ト
ク

■
鈴
の
音
や
小
春
日
和
の
杖
の
音

　
　
　須
藤

　禮
子

は
つ

み

く
じ

な

い

こ
ほ
う し

ん
し
ゅ
う

よ
る

ざ

じ
ょ
う
じ
ょ
う

こ
ん
や

せ
い
と
う

い
っ
す
い

そ
う
し

い
か
ん

き
み

お
も

ち
ゅ
う
ご

お

せ
い
ふ
う

さ
だ

は
だ

と
お

ば
ん
り

さ

ゆ

い
ず

【
語
釈
】
孤
蓬
＝
風
に
吹
か
れ
て
ち
ぎ
れ
飛
ぶ
よ
も
ぎ
。

裊
裊
＝
し
な
や
か
に
ま
と
い
つ
く
さ
ま
。
青
灯
一
穂
＝

稲
穂
の
よ
う
な
形
の
灯
。
奈
相
思
＝
恋
し
く
思
う
気

持
ち
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

【
通
釈
】
風
に
吹
か
れ
て
荒
野
を
転
が
っ
て
い
く
よ
も
ぎ

の
よ
う
に
、
い
っ
た
い
君
は
独
り
で
ど
こ
ま
で
遠
く
に

行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
さ
や
さ
や
と
吹
く
秋
風
も
、

さ
ぞ
か
し
冷
た
く
肌
に
染
み
透
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

今
宵
、
君
の
こ
と
を
思
え
ば
、
に
わ
か
に
足
下
か
ら
虫

の
音
が
起
こ
り
、
い
よ
い
よ
募
る
恋
い
慕
う
気
持
ち
を
、

い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

公民館だより公民館だより

図書室
　だより
図書室
　だより
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　●
日
時
　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

３
月
５
日

午
前
９
時
〜
12
時

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員
　
行
政
相
談
員
・
民
生

委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等

へ
の
苦
情
や
意
見
、
要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応

じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
21
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

　
ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
破
裂
す
る

と
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
が
広
範
囲
に
散

乱
し
、
道
路
の
隙
間
に
入
り
込
む
な

ど
し
て
、
回
収
す
る
こ
と
が
非
常
に

困
難
だ
け
で
な
く
、
収
集
車
の
故
障

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ

ン
を
ゴ
ミ
収
集
所
に
出
す
場
合
は
、

指
定
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
袋
（
赤
字
）

に
入
れ
て
、
指
定
日
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。
指
定
の
ゴ
ミ
袋
に
入
ら
な
い

大
き
な
も
の
は
、
粗
大
ゴ
ミ
シ
ー
ル

を
利
用
し
粗
大
ゴ
ミ
の
指
定
日
に
出

す
か
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬

入
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
焼

却
場
　
☎
82
―
3
1
7
9

　
ガ
ス
会
社
を
装
い
「
給
湯
器
の
点

検
を
す
る
」
と
電
話
を
か
け
訪
問
し
、

不
必
要
な
配
管
交
換
工
事
等
を
契
約

さ
せ
る
点
検
商
法
の
相
談
が
県
内
各

地
で
増
え
て
い
ま
す
。
不
審
な
電
話

や
訪
問
で
不
安
に
思
っ
た
り
、
お
困

り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
4
―
63
―
6
0
6
6

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
８
時
30
分
〜
１７
時
１５
分
に

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
ま
で

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に

　収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
乾
電
池
、
体
温
計
は
中
身
が
見
え

る
透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏
名

を
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
蛍
光
管
は
束
ね
る
か
（
束
ね
た
も

の
に
は
氏
名
を
記
入
）、
透
明
な
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
割
れ
た
蛍
光
管
や
電
球
は
、
燃
え

な
い
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

（
下
仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
―
８
８
１
１
　

　
最
近
、
細
か
い
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

素
材
の
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
が
入
っ
た

ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
人
気
で
す
が
、

ゴ
ミ
収
集
所
に
出
さ
れ
た
ビ
ー
ズ

ク
ッ
シ
ョ
ン
が
収
集
車
内
で
破
裂
す

る
事
例
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
３
月
22

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　
３
月
５
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
12
時

毎
月
第
一
火
曜
日
（
行
政
相
談
・
心

配
ご
と
相
談
と
同
日
）

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
学
習
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

●
そ
の
他

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
電
池
式
の

物
に
限
る
）
は
、
ご
自
身
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
消
防
署
で
は
取
り
付

け
費
用
は
頂
き
ま
せ
ん
。（
無
料
）

　
毎
月
10
日
は
「
ぐ
ん
ま
住
警
器
の

日
」
で
す
。
月
に
一
度
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
点
検
や
管
理
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　●
募
集
概
要
　
国
税
局
や
税
務
署
に

お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
働
く
国
税
専
門
官（
国
家
公
務
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

●
試
験
区
分

国
税
専
門
Ａ（
法
文
系
）、
国
税
専

門
Ｂ（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

●
試
験
日

第
１
次
試
験
日

令
和
６
年
５
月
26
日
（
日
）

第
２
次
試
験
日

令
和
６
年
６
月
24
日
（
月
）
〜
７

月
５
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か
第
１
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

●
申
込
方
法
等

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

説
明
に
従
っ
て
入
力

https://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/j

uken.htm
l

○
受
付
期
間
　
令
和
６
年
２
月
22

日
（
木
）
午
前
９
時
〜

３
月
25
日
（
月
）﹇
受
信
有
効
﹈

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３
月

１
日
か
ら
７
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、風
が
強
く
空
気
が
乾

燥
し
、火
災
が
起
き
る
と
、大
き
く
燃

え
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。近
年

は
県
内
で
も
大
規
模
な
林
野
火
災
が

発
生
し
て
お
り
、林
野
火
災
の
原
因
の

ほ
と
ん
ど
が
人
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

で
す
。た
き
火
等
か
ら
林
野
に
燃
え
広

が
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
か
ら
火
の
取
扱
い
に
注
意
し
、

火
災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
署
で
は
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
の
出
張
取
り
付
け
支
援
を
行
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火

災
の
煙
を
い
ち
早
く
感
知
し
音
で
火

災
発
生
を
知
ら
せ
、
初
期
消
火
や
安

全
な
避
難
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
取

り
付
け
を
考
え
て
い
る
が
、
自
分
で

は
取
り
付
け
ら
れ
な
い
、
頼
め
る
人

が
い
な
い
と
い
う
世
帯
に
消
防
職
員

が
出
張
し
取
り
付
け
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯

取
り
付
け
が
困
難
な
人
の
み
の
世
帯

●
申
込
期
間

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

●
申
込
方
法

消
防
本
部
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
４
―
62
―
４
３
２
５

※
申
込
時
に
取
り
付
け
日
時
を
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

人
権
相
談

３
月
は
乾
電
池・体
温
計・

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す

ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
排
出
に

つ
い
て
お
願
い

「
給
湯
器
を
点
検
す
る
」と
い

う
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
証
相
談

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を

宅
配
便
で
無
料
回
収
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
よ
り
、
「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の
認
定
業
者
で
あ
る
「
リ

ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
（
株
）
」
と
協
定
を
締
結
し
、
家
庭
で
不
用
に

な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
「
ご
自
宅
か
ら
宅
配
便
に
よ
る
無
料
回
収
（
最
短
翌
日
・

希
望
日
時
）
」
し
て
い
ま
す
。
利
用
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

● パソコンを含む１箱分の回収料金・リサイクル料金が無料です。
● パソコンがない場合は１箱分 1,650 円の負担が発生します。
● 古くても、故障していても「どんなパソコン」でも回収可能です。
● パソコンと一緒に、プリンタなどの周辺機器も一緒に回収可能
です。

保健課環境係（保健センター）☎0274-82-5490

詳細・お申込み
　リネットジャパンリサイクル（株）
　http://www.renet.jp　☎ 0570-085-800（10 時～ 17時）

リネットジャパン
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　●
日
時
　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

３
月
５
日

午
前
９
時
〜
12
時

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員
　
行
政
相
談
員
・
民
生

委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等

へ
の
苦
情
や
意
見
、
要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応

じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
21
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

　
ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
破
裂
す
る

と
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
が
広
範
囲
に
散

乱
し
、
道
路
の
隙
間
に
入
り
込
む
な

ど
し
て
、
回
収
す
る
こ
と
が
非
常
に

困
難
だ
け
で
な
く
、
収
集
車
の
故
障

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ

ン
を
ゴ
ミ
収
集
所
に
出
す
場
合
は
、

指
定
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
袋
（
赤
字
）

に
入
れ
て
、
指
定
日
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。
指
定
の
ゴ
ミ
袋
に
入
ら
な
い

大
き
な
も
の
は
、
粗
大
ゴ
ミ
シ
ー
ル

を
利
用
し
粗
大
ゴ
ミ
の
指
定
日
に
出

す
か
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬

入
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
焼

却
場
　
☎
82
―
3
1
7
9

　
ガ
ス
会
社
を
装
い
「
給
湯
器
の
点

検
を
す
る
」
と
電
話
を
か
け
訪
問
し
、

不
必
要
な
配
管
交
換
工
事
等
を
契
約

さ
せ
る
点
検
商
法
の
相
談
が
県
内
各

地
で
増
え
て
い
ま
す
。
不
審
な
電
話

や
訪
問
で
不
安
に
思
っ
た
り
、
お
困

り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
4
―
63
―
6
0
6
6

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
８
時
30
分
〜
１７
時
１５
分
に

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
ま
で

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に

　収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
乾
電
池
、
体
温
計
は
中
身
が
見
え

る
透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏
名

を
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
蛍
光
管
は
束
ね
る
か
（
束
ね
た
も

の
に
は
氏
名
を
記
入
）、
透
明
な
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
割
れ
た
蛍
光
管
や
電
球
は
、
燃
え

な
い
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

（
下
仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
―
８
８
１
１
　

　
最
近
、
細
か
い
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

素
材
の
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
が
入
っ
た

ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
人
気
で
す
が
、

ゴ
ミ
収
集
所
に
出
さ
れ
た
ビ
ー
ズ

ク
ッ
シ
ョ
ン
が
収
集
車
内
で
破
裂
す

る
事
例
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
３
月
22

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　
３
月
５
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
12
時

毎
月
第
一
火
曜
日
（
行
政
相
談
・
心

配
ご
と
相
談
と
同
日
）

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
学
習
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

●
そ
の
他

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
電
池
式
の

物
に
限
る
）
は
、
ご
自
身
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
消
防
署
で
は
取
り
付

け
費
用
は
頂
き
ま
せ
ん
。（
無
料
）

　
毎
月
10
日
は
「
ぐ
ん
ま
住
警
器
の

日
」
で
す
。
月
に
一
度
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
点
検
や
管
理
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　●
募
集
概
要
　
国
税
局
や
税
務
署
に

お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
働
く
国
税
専
門
官（
国
家
公
務
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

●
試
験
区
分

国
税
専
門
Ａ（
法
文
系
）、
国
税
専

門
Ｂ（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

●
試
験
日

第
１
次
試
験
日

令
和
６
年
５
月
26
日
（
日
）

第
２
次
試
験
日

令
和
６
年
６
月
24
日
（
月
）
〜
７

月
５
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か
第
１
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

●
申
込
方
法
等

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

説
明
に
従
っ
て
入
力

https://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/j

uken.htm
l

○
受
付
期
間
　
令
和
６
年
２
月
22

日
（
木
）
午
前
９
時
〜

３
月
25
日
（
月
）﹇
受
信
有
効
﹈

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３
月

１
日
か
ら
７
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、風
が
強
く
空
気
が
乾

燥
し
、火
災
が
起
き
る
と
、大
き
く
燃

え
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。近
年

は
県
内
で
も
大
規
模
な
林
野
火
災
が

発
生
し
て
お
り
、林
野
火
災
の
原
因
の

ほ
と
ん
ど
が
人
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

で
す
。た
き
火
等
か
ら
林
野
に
燃
え
広

が
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
か
ら
火
の
取
扱
い
に
注
意
し
、

火
災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
署
で
は
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
の
出
張
取
り
付
け
支
援
を
行
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火

災
の
煙
を
い
ち
早
く
感
知
し
音
で
火

災
発
生
を
知
ら
せ
、
初
期
消
火
や
安

全
な
避
難
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
取

り
付
け
を
考
え
て
い
る
が
、
自
分
で

は
取
り
付
け
ら
れ
な
い
、
頼
め
る
人

が
い
な
い
と
い
う
世
帯
に
消
防
職
員

が
出
張
し
取
り
付
け
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯

取
り
付
け
が
困
難
な
人
の
み
の
世
帯

●
申
込
期
間

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

●
申
込
方
法

消
防
本
部
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
４
―
62
―
４
３
２
５

※
申
込
時
に
取
り
付
け
日
時
を
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

人
権
相
談

３
月
は
乾
電
池・体
温
計・

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す

ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
排
出
に

つ
い
て
お
願
い

「
給
湯
器
を
点
検
す
る
」と
い

う
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
証
相
談

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を

宅
配
便
で
無
料
回
収
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
よ
り
、
「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の
認
定
業
者
で
あ
る
「
リ

ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
（
株
）
」
と
協
定
を
締
結
し
、
家
庭
で
不
用
に

な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
「
ご
自
宅
か
ら
宅
配
便
に
よ
る
無
料
回
収
（
最
短
翌
日
・

希
望
日
時
）
」
し
て
い
ま
す
。
利
用
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

● パソコンを含む１箱分の回収料金・リサイクル料金が無料です。
● パソコンがない場合は１箱分 1,650 円の負担が発生します。
● 古くても、故障していても「どんなパソコン」でも回収可能です。
● パソコンと一緒に、プリンタなどの周辺機器も一緒に回収可能
です。

保健課環境係（保健センター）☎0274-82-5490

詳細・お申込み
　リネットジャパンリサイクル（株）
　http://www.renet.jp　☎ 0570-085-800（10 時～ 17時）

リネットジャパン
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2
月
12
日（
祝
）、
第
75
回
上
毛
か
る

た
競
技
県
大
会
が
A
L
S
O
K
ぐ
ん

ま
武
道
場
で
開
催
さ
れ
、
各
郡
市
大
会

を
勝
ち
進
ん
だ
2
7
7
名
の
選
手
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
か
ら
は
小
学
校
高
学
年

団
体
の
部
（
全
21
チ
ー
ム
）
に
金
井
美

桜
さ
ん
、
木
邨
紗
悠
里
さ
ん
、
清
水
美

織
さ
ん
の
3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。決

勝
リ
ー
グ
へ
の
進
出
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
堂
々
と
戦
う
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。

●
金
井
美
桜
さ
ん
（
6
年
）
に
感
想
を

う
か
が
い
ま
し
た

　
最
初
は
練
習
し
た
通
り
に
や
っ
て
い

た
け
ど
、
途
中
か
ら
自
分
の
と
こ
ろ
ま

で
か
る
た
が
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、た
く

さ
ん
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
悔

し
か
っ
た
で
す
。私
は
卒
業
し
て
し
ま

う
か
ら
、
来
年
は
妹
と
練
習
を
し
て
妹

に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
井
美
桜
さ
ん・
木
邨
紗
悠
里
さ
ん・
清
水
美
織
さ
ん

第
75
回
上
毛
か
る
た
競
技
県
大
会
に
出
場
！

金
井
美
桜
さ
ん・
木
邨
紗
悠
里
さ
ん・
清
水
美
織
さ
ん

第
75
回
上
毛
か
る
た
競
技
県
大
会
に
出
場
！

　
下
仁
田
町
の
最
高
峰
白
髪
岩
（
１

５
２
１
ｍ
）
頂
上
に
あ
る
原
三
角
測

点
の
標
石
は
、
明
治
初
期
に
日
本
地

図
を
作
成
す
る
と
き
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
全
国
約
50
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
原

三
角
測
点
は
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

共
に
一
等
三
角
点
に
置
き
換
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
白
髪
岩
近
辺
の
一
等
三
角
点

は
別
の
場
所
に
置
か
れ
た
た
め
、
白
髪

岩
に
は
そ
の
ま
ま
現
地
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　
当
時
の
標
石
が
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る

唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
日

本
の
測
量
の
歴
史
を
知
る
貴
重
な
資

源
で
す
。

　
こ
の
貴
重
な
標
石
の
レ
プ
リ
カ
を
製

作
し
、
下
仁
田
町
自
然
史
館
に
寄
附

い
た
だ
い
た
南
牧
村
の
青
木
石
材
店

（
青
木 

清
二
様
）、
下
仁
田
町
の
（
有
）

市
川
石
材
（
市
川 

秀
明
様
）
に
、
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
頂
い
た
レ
プ
リ
カ
は
下
仁
田
町

自
然
史
館
玄
関
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

白
髪
岩

　原
三
角
測
点
の
標
石
レ
プ
リ
カ
を

寄
贈
頂
き
ま
し
た

白
髪
岩

　原
三
角
測
点
の
標
石
レ
プ
リ
カ
を

寄
贈
頂
き
ま
し
た

　
1
月
28
日
（
日
）
下
仁
田
町
公
民

館
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
40
名
を

超
え
る
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
高
学
年
団
体
の
部
で
、
下
仁
田
町

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

第
47
回
甘
楽
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

第
47
回
甘
楽
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

●第４７回甘楽郡子ども会上毛かるた大会入賞者 

低学年個人の部

低学年団体の部 高学年団体の部

田貝莉愛さん・金井愛桜さん・西川天馬さん

神戸　悠さん

金井美桜さん・木邨紗悠里さん・清水美織さん

下仁田 A

下仁田 B

下仁田

下仁田

準優勝

第 3位

第 3位

優　勝

低学年団体の部

低学年個人の部

高学年団体の部

内藤美羽さん・神戸美瑠さん・小須田源さん
長井優莉菜さん

　
茂
木
安
伴
氏（
東
野
牧
）は
、昭
和
62

年
か
ら
平
成
15
年
の
長
き
に
わ
た
り

下
仁
田
町
議
会
議
員
と
し
て
地
域
発

展
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
度
、
長
き
に
渡
る
地
方
自
治
へ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
天
皇
陛
下
か
ら

旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

元
下
仁
田
町
議
会
議
員

　故
茂
木
安
伴
氏

旭
日
単
光
章
を
受
章

元
下
仁
田
町
議
会
議
員

　故
茂
木
安
伴
氏

旭
日
単
光
章
を
受
章

　
2
月
3
日
、下
仁
田
建
築
業
組
合
主

催
で
行
わ
れ
た
節
分
祭
に
て
、
能
登
半

島
地
震
災
害
義
援
金
の
募
金
を
行
っ
た

と
こ
ろ
２
０
，
４
６
６
円
も
の
義
援
金

を
参
加
者
か
ら
の
善
意
と
し
て
、
町
に

お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
仁
田
建
築
業
組
合
様
よ
り
義
援
金

下
仁
田
建
築
業
組
合
様
よ
り
義
援
金

　
お
預
か
り
し
た
募
金
は
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
義
援
金
と
し
て
被
災

地
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS
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2
月
12
日（
祝
）、
第
75
回
上
毛
か
る

た
競
技
県
大
会
が
A
L
S
O
K
ぐ
ん

ま
武
道
場
で
開
催
さ
れ
、
各
郡
市
大
会

を
勝
ち
進
ん
だ
2
7
7
名
の
選
手
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
か
ら
は
小
学
校
高
学
年

団
体
の
部
（
全
21
チ
ー
ム
）
に
金
井
美

桜
さ
ん
、
木
邨
紗
悠
里
さ
ん
、
清
水
美

織
さ
ん
の
3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。決

勝
リ
ー
グ
へ
の
進
出
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
堂
々
と
戦
う
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。

●
金
井
美
桜
さ
ん
（
6
年
）
に
感
想
を

う
か
が
い
ま
し
た

　
最
初
は
練
習
し
た
通
り
に
や
っ
て
い

た
け
ど
、
途
中
か
ら
自
分
の
と
こ
ろ
ま

で
か
る
た
が
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、た
く

さ
ん
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
悔

し
か
っ
た
で
す
。私
は
卒
業
し
て
し
ま

う
か
ら
、
来
年
は
妹
と
練
習
を
し
て
妹

に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
井
美
桜
さ
ん・
木
邨
紗
悠
里
さ
ん・
清
水
美
織
さ
ん

第
75
回
上
毛
か
る
た
競
技
県
大
会
に
出
場
！

金
井
美
桜
さ
ん・
木
邨
紗
悠
里
さ
ん・
清
水
美
織
さ
ん

第
75
回
上
毛
か
る
た
競
技
県
大
会
に
出
場
！

　
下
仁
田
町
の
最
高
峰
白
髪
岩
（
１

５
２
１
ｍ
）
頂
上
に
あ
る
原
三
角
測

点
の
標
石
は
、
明
治
初
期
に
日
本
地

図
を
作
成
す
る
と
き
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
全
国
約
50
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
原

三
角
測
点
は
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

共
に
一
等
三
角
点
に
置
き
換
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
白
髪
岩
近
辺
の
一
等
三
角
点

は
別
の
場
所
に
置
か
れ
た
た
め
、
白
髪

岩
に
は
そ
の
ま
ま
現
地
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　
当
時
の
標
石
が
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る

唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
日

本
の
測
量
の
歴
史
を
知
る
貴
重
な
資

源
で
す
。

　
こ
の
貴
重
な
標
石
の
レ
プ
リ
カ
を
製

作
し
、
下
仁
田
町
自
然
史
館
に
寄
附

い
た
だ
い
た
南
牧
村
の
青
木
石
材
店

（
青
木 

清
二
様
）、
下
仁
田
町
の
（
有
）

市
川
石
材
（
市
川 

秀
明
様
）
に
、
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
頂
い
た
レ
プ
リ
カ
は
下
仁
田
町

自
然
史
館
玄
関
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

白
髪
岩

　原
三
角
測
点
の
標
石
レ
プ
リ
カ
を

寄
贈
頂
き
ま
し
た

白
髪
岩

　原
三
角
測
点
の
標
石
レ
プ
リ
カ
を

寄
贈
頂
き
ま
し
た

　
1
月
28
日
（
日
）
下
仁
田
町
公
民

館
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
40
名
を

超
え
る
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
高
学
年
団
体
の
部
で
、
下
仁
田
町

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

第
47
回
甘
楽
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

第
47
回
甘
楽
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

●第４７回甘楽郡子ども会上毛かるた大会入賞者 

低学年個人の部

低学年団体の部 高学年団体の部

田貝莉愛さん・金井愛桜さん・西川天馬さん

神戸　悠さん

金井美桜さん・木邨紗悠里さん・清水美織さん

下仁田 A

下仁田 B

下仁田

下仁田

準優勝

第 3位

第 3位

優　勝

低学年団体の部

低学年個人の部

高学年団体の部

内藤美羽さん・神戸美瑠さん・小須田源さん
長井優莉菜さん

　
茂
木
安
伴
氏（
東
野
牧
）は
、昭
和
62

年
か
ら
平
成
15
年
の
長
き
に
わ
た
り

下
仁
田
町
議
会
議
員
と
し
て
地
域
発

展
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
度
、
長
き
に
渡
る
地
方
自
治
へ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
天
皇
陛
下
か
ら

旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

元
下
仁
田
町
議
会
議
員

　故
茂
木
安
伴
氏

旭
日
単
光
章
を
受
章

元
下
仁
田
町
議
会
議
員

　故
茂
木
安
伴
氏

旭
日
単
光
章
を
受
章

　
2
月
3
日
、下
仁
田
建
築
業
組
合
主

催
で
行
わ
れ
た
節
分
祭
に
て
、
能
登
半

島
地
震
災
害
義
援
金
の
募
金
を
行
っ
た

と
こ
ろ
２
０
，
４
６
６
円
も
の
義
援
金

を
参
加
者
か
ら
の
善
意
と
し
て
、
町
に

お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
仁
田
建
築
業
組
合
様
よ
り
義
援
金

下
仁
田
建
築
業
組
合
様
よ
り
義
援
金

　
お
預
か
り
し
た
募
金
は
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
義
援
金
と
し
て
被
災

地
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS
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里
見
哲
夫

石
垣
へ
の
思
い

石
垣
へ
の
思
い

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
下
仁
田
町
の
地
形
を
見
ま
す
と
、
森

林
面
積
が
多
く
平
坦
の
土
地
の
少
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
誰
で
も
気
付
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
鏑
川

が
流
れ
、
道
路
が
ほ
ぼ
平
行
に
走
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
両
端
は
山
々
が
迫
っ
て

い
て
、
平
坦
の
土
地
は
極
限
ら
れ
た
箇

所
に
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に

先
人
達
の
知
恵
と
努
力
の
様
子
を
垣
間

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
道
路
を
走
っ
て
見
ま
す
と
家
屋
や
耕

作
地
は
限
ら
れ
た
箇
所
に
し
か
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
大
方
の
箇
所
は
山
裾
か
ら
中

腹
に
か
け
て
家
屋
や
耕
作
地
が
散
在
し

て
い
ま
す
。
最
も
顕
著
な
箇
所
と
し
て

小
出
屋
集
落
一
帯
の
石
垣
は
見
事
で

す
。
高
い
石
垣
を
築
き
、
基
盤
と
な
る

通
路
に
は
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
石
垣
の
石
は
丸
石
で
す
。
こ
れ
は

川
か
ら
調
達
し
た
も
の
で
す
。
石
垣
を

積
み
そ
の
上
部
を
平
坦
に
な
ら
し
て
家

屋
を
建
て
、
耕
作
地
も
確
保
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
々
も
段
々
に
石
垣
が
築

か
れ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

が
出
来
た
時
代
を
知
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
年
代
が
摑

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
同
じ

様
な
環
境
の
場
所
と
し
て
中
小
坂
安
道

寺
一
帯
の
地
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
多
く
は
山
裾
や
中
腹
に
か
け

て
家
屋
や
耕
作
地
が
見
ら
れ
ま
す
。
町

全
体
か
ら
み
ま
す
と
こ
の
方
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
景
観
上
か

ら
見
て
大
切
な
要
素
で
し
ょ
う
が
。

　
な
お
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
積
ま

れ
て
い
る
石
の
事
で
す
。
そ
の
場
所
か

ら
調
達
し
た
石
で
あ
る
か
、
川
か
ら
運

び
上
げ
た
り
、
他
所
か
ら
調
達
し
た
も

の
で
あ
る
か
が
問
題
で
す
。
山
裾
や
中

腹
の
石
は
殆
ど
が
現
地
或
い
は
近
く
の

露
頭
か
ら
切
り
破
っ
た
も
の
で
角
張
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
そ
の
地
の
地
質

に
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
み

て
下
さ
い
。
そ
の
例
と
し
て
青
倉
の

四
ッ
又
山
下
部
の
鍾
乳
洞
近
く
に
は
石

灰
岩
を
打
ち
破
っ
た
石
垣
が
見
ら
れ
ま

す
。
そ
の
他
の
地
域
で
も
、
幾
つ
も
の

違
っ
た
石
が
詰
ま
れ
て
い
る
の
が
見
ら

れ
ま
す
。
各
所
の
石
垣
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
馬
山

の
河
岸
段
丘
に
積
ま
れ
て
い
る
石
を
見

ま
す
と
、
旧
西
牧
川
（
鏑
川
）
と
南
牧

川
か
ら
の
両
方
の
石
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
場
所
に
よ
り
ま
す
と
現
地
の

露
頭
を
中
心
に
、
川
石
が
積
み
こ
ま
れ

て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

　
他
、
平
坦
の
土
地
で
は
家
と
家
と
の

境
界
を
石
で
囲
ん
で
い
ま
す
。
河
岸
の

保
護
に
も
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
最

も
見
事
な
の
が
下
仁
田
町
の
八
千
代
橋

上
部
の
石
垣
で
す
。
高
さ
が
10
ｍ
余
も

あ
り
ま
す
。
整
然
と
見
事
に
積
ま
れ
て

い
る
の
に
は
驚
き
ま
す
。
是
非
写
真
と

し
て
記
録
に
残
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
こ
の
石
垣
を
積
み
上
げ
た

職
人
さ
ん
の
腕
の
凄
さ
に
も
敬
服
致
し

ま
す
。

　
石
垣
に
は
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

に
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
各
所
を
訪
れ
る
際

に
は
石
垣
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
地
形
の
厳
し
い
下
仁
田
町

で
今
ま
で
石
垣
に
つ
い
て
の
記
録
が
見

ら
れ
な
い
の
は
残
念
と
思
っ
て
き
ま
し

た
。
地
形
の
厳
し
く
乏
し
き
土
地
、
家

屋
や
耕
作
地
を
確
保
し
て
き
た
事
や
、

使
わ
れ
て
い
る
石
の
様
子
、
周
辺
の
地

質
等
含
め
る
と
良
い
論
文
が
出
来
ま

し
ょ
う
。

　
南
牧
村
で
は
下
仁
田
町
よ
り
も
地
形

が
厳
し
く
、
訪
れ
た
人
が
南
牧
村
の
石

垣
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
を
刊
行
し
て
い

ま
す
。
下
仁
田
町
で
は
こ
れ
ら
に
一
つ

手
を
加
え
た
地
質
と
の
関
連
を
書
い
た

ら
興
味
深
い
本
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

勝
手
な
こ
と
を
書
い
て
仕
舞
い
ま
し
た

が
是
非
お
願
い
致
し
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

言
動
の
　
伴
わ
ぬ
こ
と
の
　
寂
し
き
や

　
歩
く
こ
と
さ
え
　
苦
痛
の
身
に
と

良
き
友
に
　
助
け
ら
れ
も
し
　
行
動
が

　
出
来
る
身
と
な
り
　
た
だ
感
謝
を

す
。
ま
た
、
こ
の
石
垣
を
積
み
上
げ
た

職
人
さ
ん
の
腕
の
凄
さ
に
も
敬
服
致
し

ま
す
。

　
石
垣
に
は
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

に
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
各
所
を
訪
れ
る
際

に
は
石
垣
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
地
形
の
厳
し
い
下
仁
田
町

で
今
ま
で
石
垣
に
つ
い
て
の
記
録
が
見

ら
れ
な
い
の
は
残
念
と
思
っ
て
き
ま
し

た
。
地
形
の
厳
し
く
乏
し
き
土
地
、
家

屋
や
耕
作
地
を
確
保
し
て
き
た
事
や
、

使
わ
れ
て
い
る
石
の
様
子
、
周
辺
の
地

質
等
含
め
る
と
良
い
論
文
が
出
来
ま

し
ょ
う
。

　
南
牧
村
で
は
下
仁
田
町
よ
り
も
地
形

が
厳
し
く
、
訪
れ
た
人
が
南
牧
村
の
石

垣
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
を
刊
行
し
て
い

ま
す
。
下
仁
田
町
で
は
こ
れ
ら
に
一
つ

手
を
加
え
た
地
質
と
の
関
連
を
書
い
た

ら
興
味
深
い
本
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

勝
手
な
こ
と
を
書
い
て
仕
舞
い
ま
し
た

が
是
非
お
願
い
致
し
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

言
動
の
　
伴
わ
ぬ
こ
と
の
　
寂
し
き
や

　
歩
く
こ
と
さ
え
　
苦
痛
の
身
に
と

良
き
友
に
　
助
け
ら
れ
も
し
　
行
動
が

　
出
来
る
身
と
な
り
　
た
だ
感
謝
を

よ
う
や
く
に
　
助
け
ら
れ
つ
つ
　
山
へ

行
き
　
ヤ
マ
ビ
ル
に
合
い
　
血
を
吸
わ

れ
た
り

　
１
月
20
日（
土
）、高
崎
市
浜
川
体
育

館
に
て
群
馬
県
中
体
連
卓
球
「
第
６

次
」強
化
練
習
会（
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
）、通

称
西
毛
地
区
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
年
生
の
部
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

で
し
た
。西
毛
地
区
か
ら
13
校
が
参
加

し
ま
し
た
。下
仁
田
中
は
１
回
戦
シ
ー

ド
、
２
回
戦
は
高
崎
市
立
高
松
中
と
対

戦
し
ま
し
た
。準
決
勝
は
高
崎
市
立
箕

郷
中
、決
勝
は
安
中
市
立
松
井
田
中
と

の
対
戦
で
し
た
。

　
中
学
校
の
卓
球
の
団
体
戦
は
シ
ン
グ

ル
ス
４
人
、
ダ
ブ
ル
ス
１
組
の
計
６
人

で
戦
い
ま
す
。ど
の
試
合
も
勝
っ
た
り

負
け
た
り
の
手
に
汗
握
る
白
熱
し
た
試

合
で
し
た
。決
勝
で
は
、
松
井
田
中
に

３
対
１
で
勝
ち
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
年
生
も
郡
市
中
体
連
の
卓

球
強
化
練
習
会
で
、
下
山
倖
乃
さ
ん
が

優
勝
、
須
賀
彩
比
奈
さ
ん
が
第
４
位
と

活
躍
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
生
徒（
１
年
生
）

岩
崎
　
由
唯

神
戸
　
梨
愛

小
金
澤
珠
音

佐
藤
　
可
菜

下
山
　
唯
那

裴
　
　
夕
禕

群
馬
県
中
体
連
卓
球

　西
毛
地
区
大
会

群
馬
県
中
体
連
卓
球

　西
毛
地
区
大
会

山
際
稲
荷
神
社
例
大
祭
を
開
催
し
ま
す

●
日
時

◯
３
月
23
日
（
土
）

　
町
内
山
車
巡
行

　
午
後
１
時
〜
６
時

◯
３
月
24
日
（
日
）

　
神
事
（
関
係
者
の
み
）

　
午
前
10
時
か
ら

●
会
場
　
山
際
稲
荷
神
社
等

●
そ
の
他

・
本
年
は
開
市
は
中
止
と
し
ま
す
。

あ
ぶ
た
福
寿
草
の
里

開
園
中

あ
ぶ
た
福
寿
草
の
里

開
園
中

●
開
園
期
間

２
月
15
日
（
木
）
〜
３
月
24
日
（
日
）

無
人
の
場
合
あ
り
。

※

閉
園
日
は
、
福
寿
草
・
紅
梅
の
開

花
状
況
に
応
じ
て
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
開
園
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
協
力
金

大
　
人
　
４
０
０
円

小
学
生
　
１
０
０
円

小
学
生
未
満
は
無
料

●
駐
車
場
　
無
料
（
３
か
所
）

※

大
型
バ
ス
駐
車
場
有

３月２日（土）
福寿草まつり
開催予定

３月２日（土）
福寿草まつり
開催予定

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
67―

７
５
０
０

　
群
馬
県
で
は
、
中
途
視
覚
障
害

者
の
社
会
復
帰
を
図
る
た
め
、
自

立
に
必
要
な
助
言
、
指
導
、
訓
練

を
行
い
ま
す
。

●
訓
練
内
容

・
点
字
、
歩
行
訓
練

・
パ
ソ
コ
ン
講
習

・
訪
問
型
歩
行
訓
練
　

●
受
講
料

無
料
（
訪
問
型
は
要
確
認
）

●
開
催
期
間
　令
和
６
年
４
月
〜

令
和
７
年
３
月
（
予
定
）

●
会
場

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
前
橋
町
１
３
―
１
２
）

※
訪
問
歩
行
訓
練
は
相
談
の
う
え

決
定

●
申
込
受
付
締
切

令
和
６
年
３
月
１
日
〜
３
月
末

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
５
６
７

中
途
視
覚
障
害
者

生
活
訓
練
講
座

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）
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里
見
哲
夫

石
垣
へ
の
思
い

石
垣
へ
の
思
い

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
下
仁
田
町
の
地
形
を
見
ま
す
と
、
森

林
面
積
が
多
く
平
坦
の
土
地
の
少
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
誰
で
も
気
付
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
鏑
川

が
流
れ
、
道
路
が
ほ
ぼ
平
行
に
走
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
両
端
は
山
々
が
迫
っ
て

い
て
、
平
坦
の
土
地
は
極
限
ら
れ
た
箇

所
に
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に

先
人
達
の
知
恵
と
努
力
の
様
子
を
垣
間

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
道
路
を
走
っ
て
見
ま
す
と
家
屋
や
耕

作
地
は
限
ら
れ
た
箇
所
に
し
か
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
大
方
の
箇
所
は
山
裾
か
ら
中

腹
に
か
け
て
家
屋
や
耕
作
地
が
散
在
し

て
い
ま
す
。
最
も
顕
著
な
箇
所
と
し
て

小
出
屋
集
落
一
帯
の
石
垣
は
見
事
で

す
。
高
い
石
垣
を
築
き
、
基
盤
と
な
る

通
路
に
は
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
石
垣
の
石
は
丸
石
で
す
。
こ
れ
は

川
か
ら
調
達
し
た
も
の
で
す
。
石
垣
を

積
み
そ
の
上
部
を
平
坦
に
な
ら
し
て
家

屋
を
建
て
、
耕
作
地
も
確
保
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
々
も
段
々
に
石
垣
が
築

か
れ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

が
出
来
た
時
代
を
知
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
年
代
が
摑

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
同
じ

様
な
環
境
の
場
所
と
し
て
中
小
坂
安
道

寺
一
帯
の
地
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
多
く
は
山
裾
や
中
腹
に
か
け

て
家
屋
や
耕
作
地
が
見
ら
れ
ま
す
。
町

全
体
か
ら
み
ま
す
と
こ
の
方
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
景
観
上
か

ら
見
て
大
切
な
要
素
で
し
ょ
う
が
。

　
な
お
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
積
ま

れ
て
い
る
石
の
事
で
す
。
そ
の
場
所
か

ら
調
達
し
た
石
で
あ
る
か
、
川
か
ら
運

び
上
げ
た
り
、
他
所
か
ら
調
達
し
た
も

の
で
あ
る
か
が
問
題
で
す
。
山
裾
や
中

腹
の
石
は
殆
ど
が
現
地
或
い
は
近
く
の

露
頭
か
ら
切
り
破
っ
た
も
の
で
角
張
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
そ
の
地
の
地
質

に
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
み

て
下
さ
い
。
そ
の
例
と
し
て
青
倉
の

四
ッ
又
山
下
部
の
鍾
乳
洞
近
く
に
は
石

灰
岩
を
打
ち
破
っ
た
石
垣
が
見
ら
れ
ま

す
。
そ
の
他
の
地
域
で
も
、
幾
つ
も
の

違
っ
た
石
が
詰
ま
れ
て
い
る
の
が
見
ら

れ
ま
す
。
各
所
の
石
垣
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
馬
山

の
河
岸
段
丘
に
積
ま
れ
て
い
る
石
を
見

ま
す
と
、
旧
西
牧
川
（
鏑
川
）
と
南
牧

川
か
ら
の
両
方
の
石
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
場
所
に
よ
り
ま
す
と
現
地
の

露
頭
を
中
心
に
、
川
石
が
積
み
こ
ま
れ

て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

　
他
、
平
坦
の
土
地
で
は
家
と
家
と
の

境
界
を
石
で
囲
ん
で
い
ま
す
。
河
岸
の

保
護
に
も
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
最

も
見
事
な
の
が
下
仁
田
町
の
八
千
代
橋

上
部
の
石
垣
で
す
。
高
さ
が
10
ｍ
余
も

あ
り
ま
す
。
整
然
と
見
事
に
積
ま
れ
て

い
る
の
に
は
驚
き
ま
す
。
是
非
写
真
と

し
て
記
録
に
残
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
こ
の
石
垣
を
積
み
上
げ
た

職
人
さ
ん
の
腕
の
凄
さ
に
も
敬
服
致
し

ま
す
。

　
石
垣
に
は
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

に
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
各
所
を
訪
れ
る
際

に
は
石
垣
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
地
形
の
厳
し
い
下
仁
田
町

で
今
ま
で
石
垣
に
つ
い
て
の
記
録
が
見

ら
れ
な
い
の
は
残
念
と
思
っ
て
き
ま
し

た
。
地
形
の
厳
し
く
乏
し
き
土
地
、
家

屋
や
耕
作
地
を
確
保
し
て
き
た
事
や
、

使
わ
れ
て
い
る
石
の
様
子
、
周
辺
の
地

質
等
含
め
る
と
良
い
論
文
が
出
来
ま

し
ょ
う
。

　
南
牧
村
で
は
下
仁
田
町
よ
り
も
地
形

が
厳
し
く
、
訪
れ
た
人
が
南
牧
村
の
石

垣
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
を
刊
行
し
て
い

ま
す
。
下
仁
田
町
で
は
こ
れ
ら
に
一
つ

手
を
加
え
た
地
質
と
の
関
連
を
書
い
た

ら
興
味
深
い
本
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

勝
手
な
こ
と
を
書
い
て
仕
舞
い
ま
し
た

が
是
非
お
願
い
致
し
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

言
動
の
　
伴
わ
ぬ
こ
と
の
　
寂
し
き
や

　
歩
く
こ
と
さ
え
　
苦
痛
の
身
に
と

良
き
友
に
　
助
け
ら
れ
も
し
　
行
動
が

　
出
来
る
身
と
な
り
　
た
だ
感
謝
を

す
。
ま
た
、
こ
の
石
垣
を
積
み
上
げ
た

職
人
さ
ん
の
腕
の
凄
さ
に
も
敬
服
致
し

ま
す
。

　
石
垣
に
は
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

に
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
各
所
を
訪
れ
る
際

に
は
石
垣
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
地
形
の
厳
し
い
下
仁
田
町

で
今
ま
で
石
垣
に
つ
い
て
の
記
録
が
見

ら
れ
な
い
の
は
残
念
と
思
っ
て
き
ま
し

た
。
地
形
の
厳
し
く
乏
し
き
土
地
、
家

屋
や
耕
作
地
を
確
保
し
て
き
た
事
や
、

使
わ
れ
て
い
る
石
の
様
子
、
周
辺
の
地

質
等
含
め
る
と
良
い
論
文
が
出
来
ま

し
ょ
う
。

　
南
牧
村
で
は
下
仁
田
町
よ
り
も
地
形

が
厳
し
く
、
訪
れ
た
人
が
南
牧
村
の
石

垣
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
を
刊
行
し
て
い

ま
す
。
下
仁
田
町
で
は
こ
れ
ら
に
一
つ

手
を
加
え
た
地
質
と
の
関
連
を
書
い
た

ら
興
味
深
い
本
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

勝
手
な
こ
と
を
書
い
て
仕
舞
い
ま
し
た

が
是
非
お
願
い
致
し
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

言
動
の
　
伴
わ
ぬ
こ
と
の
　
寂
し
き
や

　
歩
く
こ
と
さ
え
　
苦
痛
の
身
に
と

良
き
友
に
　
助
け
ら
れ
も
し
　
行
動
が

　
出
来
る
身
と
な
り
　
た
だ
感
謝
を

よ
う
や
く
に
　
助
け
ら
れ
つ
つ
　
山
へ

行
き
　
ヤ
マ
ビ
ル
に
合
い
　
血
を
吸
わ

れ
た
り

　
１
月
20
日（
土
）、高
崎
市
浜
川
体
育

館
に
て
群
馬
県
中
体
連
卓
球
「
第
６

次
」強
化
練
習
会（
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
）、通

称
西
毛
地
区
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
年
生
の
部
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

で
し
た
。西
毛
地
区
か
ら
13
校
が
参
加

し
ま
し
た
。下
仁
田
中
は
１
回
戦
シ
ー

ド
、
２
回
戦
は
高
崎
市
立
高
松
中
と
対

戦
し
ま
し
た
。準
決
勝
は
高
崎
市
立
箕

郷
中
、決
勝
は
安
中
市
立
松
井
田
中
と

の
対
戦
で
し
た
。

　
中
学
校
の
卓
球
の
団
体
戦
は
シ
ン
グ

ル
ス
４
人
、
ダ
ブ
ル
ス
１
組
の
計
６
人

で
戦
い
ま
す
。ど
の
試
合
も
勝
っ
た
り

負
け
た
り
の
手
に
汗
握
る
白
熱
し
た
試

合
で
し
た
。決
勝
で
は
、
松
井
田
中
に

３
対
１
で
勝
ち
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
年
生
も
郡
市
中
体
連
の
卓

球
強
化
練
習
会
で
、
下
山
倖
乃
さ
ん
が

優
勝
、
須
賀
彩
比
奈
さ
ん
が
第
４
位
と

活
躍
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
生
徒（
１
年
生
）

岩
崎
　
由
唯

神
戸
　
梨
愛

小
金
澤
珠
音

佐
藤
　
可
菜

下
山
　
唯
那

裴
　
　
夕
禕

群
馬
県
中
体
連
卓
球

　西
毛
地
区
大
会

群
馬
県
中
体
連
卓
球

　西
毛
地
区
大
会

山
際
稲
荷
神
社
例
大
祭
を
開
催
し
ま
す

●
日
時

◯
３
月
23
日
（
土
）

　
町
内
山
車
巡
行

　
午
後
１
時
〜
６
時

◯
３
月
24
日
（
日
）

　
神
事
（
関
係
者
の
み
）

　
午
前
10
時
か
ら

●
会
場
　
山
際
稲
荷
神
社
等

●
そ
の
他

・
本
年
は
開
市
は
中
止
と
し
ま
す
。

あ
ぶ
た
福
寿
草
の
里

開
園
中

あ
ぶ
た
福
寿
草
の
里

開
園
中

●
開
園
期
間

２
月
15
日
（
木
）
〜
３
月
24
日
（
日
）

無
人
の
場
合
あ
り
。

※

閉
園
日
は
、
福
寿
草
・
紅
梅
の
開

花
状
況
に
応
じ
て
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
開
園
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
協
力
金

大
　
人
　
４
０
０
円

小
学
生
　
１
０
０
円

小
学
生
未
満
は
無
料

●
駐
車
場
　
無
料
（
３
か
所
）

※

大
型
バ
ス
駐
車
場
有

３月２日（土）
福寿草まつり
開催予定

３月２日（土）
福寿草まつり
開催予定

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
67―

７
５
０
０

　
群
馬
県
で
は
、
中
途
視
覚
障
害

者
の
社
会
復
帰
を
図
る
た
め
、
自

立
に
必
要
な
助
言
、
指
導
、
訓
練

を
行
い
ま
す
。

●
訓
練
内
容

・
点
字
、
歩
行
訓
練

・
パ
ソ
コ
ン
講
習

・
訪
問
型
歩
行
訓
練
　

●
受
講
料

無
料
（
訪
問
型
は
要
確
認
）

●
開
催
期
間
　令
和
６
年
４
月
〜

令
和
７
年
３
月
（
予
定
）

●
会
場

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
前
橋
町
１
３
―
１
２
）

※
訪
問
歩
行
訓
練
は
相
談
の
う
え

決
定

●
申
込
受
付
締
切

令
和
６
年
３
月
１
日
〜
３
月
末

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
５
６
７

中
途
視
覚
障
害
者

生
活
訓
練
講
座

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

〜 

無
料
接
種
は
３
月
31
日（
日
）で
終
了
し
ま
す 

〜

〜 

無
料
接
種
は
３
月
31
日（
日
）で
終
了
し
ま
す 

〜

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

公
費
に
よ
る
接
種
は
３
月

31
日
で
終
了
し
ま
す
。

接
種
を
希
望
し
て
い
る
方

は
期
限
内
に
余
裕
を
も
っ
て

受
け
て
く
だ
さ
い
。早
め
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

接
種
券
が
な
い
方
は
申
請
を

予
約
の
方
法

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

４
月
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

●
接
種
券
の
取
扱
い

　
お
手
元
に
接
種
券
付
き
予
診
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５
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。
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　ジオパーク下仁田協議会では下仁田町内にある地域資源の魅力を深めるため研究者への研究支援を
行っています。令和５年度に行われた「カタツムリ」「黒内山の岩石」に関する研究について、研究
成果を分かり易く発表していただくのでぜひご参加ください。 
また、本報告会の前に下仁田自然学校による普及講演会も開催されます。併せてご参加ください。

●日　時　３月９日（土）　午後３時10分から
●会　場　下仁田町公民館　大会議室

下仁田町自然史館
●開館時間　午前9時から午後4時30分　●休館日　毎週水曜日
●問い合わせ　☎７０―３０７０

Facebookページ
「ジオパークで下仁田を元気に」

令和５年度ジオパーク学術奨励金成果報告会　開催

　今年もまた毎月20日のジオの日清掃活動がス
タートします。3月は青岩公園で行います。清
掃終了後はミニジオ講座もありますので、ぜひ
ご参加ください。

●日　時　３月２０日（祝・水）
　　　　　午前８時から
●集　合　青岩公園
●持ち物　軍手、長靴など作業しやすい服装

※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　妙義山のソメイヨシノが見ごろとなる頃、季
節を巡るジオツアー第一弾として、妙義山中之
嶽神社周辺でジオツアーを行います。ぜひご参
加ください。

●日　時　４月６日（土）
　　　　　午前９時から１２時まで
●集　合　県立妙義公園第一駐車場
　　　　　（中之嶽神社前駐車場）　
●持ち物・服装　飲み物・歩きやすい服装
●参加費　５００円　　　　

　同日にさくらの里でお花見マルシェも開催予
定です。併せてお出かけください。

『奇岩と桜！日本三大奇勝「妙義山」と
中之嶽神社を巡るツアー』開催

『奇岩と桜！日本三大奇勝「妙義山」と
中之嶽神社を巡るツアー』開催

●講演
「下仁田町の鍾乳洞に記録された動物遺
骸・化石群集」
講師：柏木　健司・増山　滋（富山大学）

下仁田自然学校　普及講演会
●３月９日（土）　午後１時３０分から
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健康健康

　
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
は
、地
域

で
お
互
い
に
助
け
合
え
る
仕
組
み
づ
く

り
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、町
と
下
仁
田
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、地
域
の
皆
様
と
一
緒

に
定
期
的
な
地
域
で
の
話
し
合
い
の
場

を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。興
味
の
あ
る
方
は
当
日
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
下
仁
田・馬
山
地
区
】

令
和
６
年
３
月
５
日（
火
曜
日
） 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
ま
で

下
仁
田
町
交
流
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
道
の
駅
し
も
に
た
敷
地
内
）

【
小
坂・西
牧
地
区
】

令
和
６
年
３
月
19
日（
火
曜
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
ま
で

西
牧
防
災
研
修
施
設（
旧
西
中
学
校
跡

地
）

【
青
倉
地
区
】

令
和
６
年
４
月
19
日（
金
曜
日
） 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
ま
で

青
倉
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
自
然
史

館
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４（
直
通
）

下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
82
―
５
４
９
１

「
年
老
い
て
　ち
ょ
っ
と
し
た
助
け
合
い

　あ
っ
た
ら
い
い
ね
　出
来
た
ら
い
い
ね
」を

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

〜
下
仁
田
町
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
ご
案
内
〜

　
町
で
は
、不
妊
治
療
等
を
受
け
て
い

る
方
の
経
済
的
な
負
担
を
支
援
す
る

た
め
、そ
の
治
療
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。対
象
と
な
る
方
は
、

申
請
期
限
内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、

妻
の
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
治
療
日
時
点
で
町
内
に
住
所
を
有
し
、

引
き
続
き
定
住
の
意
志
が
あ
る
こ
と

・
夫
婦
の
い
ず
れ
も
が
医
療
保
険
各
法

の
規
定
す
る
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶

養
者
で
あ
る
こ
と

・
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

・
特
定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、知
事
が

指
定
し
た
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

て
い
る
こ
と

・
当
該
不
妊
治
療
等
に
対
す
る
助
成
等

を
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
受
け
て
い

な
い

●
助
成
対
象

　令
和
5
年
３
月
か
ら

令
和
6
年
２
月
診
療
分
に
対
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
手
続
き
方
法

・
申
請
期
限
　
令
和
6
年
３
月
29
日（
金
）

・
必
要
書
類
　
a
・「
申
請
書
」

b
・「
医
療
機
関
証
明
書
」

※
治
療
区
分
に
よ
り
様
式
が
異
な
る

た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

c
・「
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
」

※
申
請
時
に
添
付
し
た
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

d
・「
同
意
書
」

※
様
式
は
、左
記
窓
口
へ
請
求
い
た
だ

く
か
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
請
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、事
前

に「
治
療
開
始
届
出
書
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　保
健
課
保
健
予
防

係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

●助成内容

（注）医療機関で支払をした治療費から、保険等から補てんされる金額を差し
引いた金額が、助成金算定の基準額となります。

特定不妊治療

一般不妊治療

不育治療

上記以外の一般的な治療

不育症の治療

１年度あたりの助成金内　容区　分

治療費等の２分の１で、
上限１００万円

治療費等の２分の１で、
上限２０万円

体外受精もしくは
顕微授精による治療

期　間

通
算
　
７
か
年
度

　下仁田町国民健康保険は、平成 21年度以降 保険税率を改正しないで運営してきましたが、医療費の増加と
加入者の減少、令和６年度以降の補助金の減少見込み等により、税率改正が必要な状況となっています。

　令和２年度はコロナ禍の受診控えにより医療費が減少し、令和３年度はその反動で増加したと言われてお
り、全国的に見られる傾向です。

　医療機関でみなさんが支払うのは医療費の一部で、残りの医療費は保険者（町）が負担しています。 
保険者の財源は、みなさんからの国保税の他、税金（国などからの補助）で賄われています。高齢社会が進展し
ている中で、医療費が増加するのは自然なことですが、伸び率が県や国の伸びを大きく上回るような状況は、
町の国保運営に支障をきたします。
　一人ひとりの心がけで節約できる医療費があります。
　これから先も安心して医療を受け続けられるように、医療費を大切に使って、医療保険制度を守りましょう。

・健康診査やがん検診を受けましょう
・軽い体調不良は市販薬（OTC医薬品）などを使うなどして対処しましょう
・お医者さんにかかるときは、まずは「かかりつけ医」に診てもらいましょう
・重複受診はやめましょう（同じ病気で複数の医療機関にかかること）
・緊急時以外は、休日・時間外受診はやめましょう　・薬は「かかりつけ薬局」でもらいましょう
・おくすり手帳は１冊にまとめて活用しましょう　   ・ジェネリック医薬品を利用しましょう
・健康的な生活習慣を身につけましょう（栄養、運動、睡眠、禁煙、節酒）

みんなの国民健康保険みんなの国民健康保険

●医療費を大切に使いましょう

●問い合わせ先　福祉課国保係　☎64-8801

［増加する医療費］

［減少する国保加入者］

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0

R1 R2 R3 R4

下仁田町国保_医療費 入院 外来
（億円）

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

32,000

34,000

R1 R2 R3 R4

一人あたり月額医療費

下仁田町

群馬県

国

（円）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

R1 R2 R3 R4 R5

下仁田町国保_加入者数
（人）

（人）

R1 R2 R3 R4 R5
2,005 1,963 1,903 1,828 1,669 

4/1時点

（円）

一人当たり 

月額医療費
R1 R2 R3 R4

下仁田町 27,790 26,370 31,550 31,970 
群馬県 25,940 25,500 27,210 27,940 
国 27,470 26,960 28,470 29,050 

出典：KDB「地域の全体像の把握」

医療費 R1 R2 R3 R4

（百万円以下切捨てのため、総額と入院・外来計に誤差あり）

総　額 6.8 6.3 7.2 6.9 
入院 3.2 3.2 3.5 3.4 
外来 3.6 3.0 3.6 3.4 

（億円）

19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



健康健康

　
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
は
、地
域

で
お
互
い
に
助
け
合
え
る
仕
組
み
づ
く

り
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、町
と
下
仁
田
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、地
域
の
皆
様
と
一
緒

に
定
期
的
な
地
域
で
の
話
し
合
い
の
場

を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。興
味
の
あ
る
方
は
当
日
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
下
仁
田・馬
山
地
区
】

令
和
６
年
３
月
５
日（
火
曜
日
） 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
ま
で

下
仁
田
町
交
流
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
道
の
駅
し
も
に
た
敷
地
内
）

【
小
坂・西
牧
地
区
】

令
和
６
年
３
月
19
日（
火
曜
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
ま
で

西
牧
防
災
研
修
施
設（
旧
西
中
学
校
跡

地
）

【
青
倉
地
区
】

令
和
６
年
４
月
19
日（
金
曜
日
） 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
ま
で

青
倉
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
自
然
史

館
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４（
直
通
）

下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
82
―
５
４
９
１

「
年
老
い
て
　ち
ょ
っ
と
し
た
助
け
合
い

　あ
っ
た
ら
い
い
ね
　出
来
た
ら
い
い
ね
」を

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

〜
下
仁
田
町
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
ご
案
内
〜

　
町
で
は
、不
妊
治
療
等
を
受
け
て
い

る
方
の
経
済
的
な
負
担
を
支
援
す
る

た
め
、そ
の
治
療
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。対
象
と
な
る
方
は
、

申
請
期
限
内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、

妻
の
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
治
療
日
時
点
で
町
内
に
住
所
を
有
し
、

引
き
続
き
定
住
の
意
志
が
あ
る
こ
と

・
夫
婦
の
い
ず
れ
も
が
医
療
保
険
各
法

の
規
定
す
る
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶

養
者
で
あ
る
こ
と

・
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

・
特
定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、知
事
が

指
定
し
た
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

て
い
る
こ
と

・
当
該
不
妊
治
療
等
に
対
す
る
助
成
等

を
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
受
け
て
い

な
い

●
助
成
対
象

　令
和
5
年
３
月
か
ら

令
和
6
年
２
月
診
療
分
に
対
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
手
続
き
方
法

・
申
請
期
限
　
令
和
6
年
３
月
29
日（
金
）

・
必
要
書
類
　
a
・「
申
請
書
」

b
・「
医
療
機
関
証
明
書
」

※
治
療
区
分
に
よ
り
様
式
が
異
な
る

た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

c
・「
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
」

※
申
請
時
に
添
付
し
た
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

d
・「
同
意
書
」

※
様
式
は
、左
記
窓
口
へ
請
求
い
た
だ

く
か
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
請
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、事
前

に「
治
療
開
始
届
出
書
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　保
健
課
保
健
予
防

係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

●助成内容

（注）医療機関で支払をした治療費から、保険等から補てんされる金額を差し
引いた金額が、助成金算定の基準額となります。

特定不妊治療

一般不妊治療

不育治療

上記以外の一般的な治療

不育症の治療

１年度あたりの助成金内　容区　分

治療費等の２分の１で、
上限１００万円

治療費等の２分の１で、
上限２０万円

体外受精もしくは
顕微授精による治療

期　間

通
算
　
７
か
年
度

　下仁田町国民健康保険は、平成 21年度以降 保険税率を改正しないで運営してきましたが、医療費の増加と
加入者の減少、令和６年度以降の補助金の減少見込み等により、税率改正が必要な状況となっています。

　令和２年度はコロナ禍の受診控えにより医療費が減少し、令和３年度はその反動で増加したと言われてお
り、全国的に見られる傾向です。

　医療機関でみなさんが支払うのは医療費の一部で、残りの医療費は保険者（町）が負担しています。 
保険者の財源は、みなさんからの国保税の他、税金（国などからの補助）で賄われています。高齢社会が進展し
ている中で、医療費が増加するのは自然なことですが、伸び率が県や国の伸びを大きく上回るような状況は、
町の国保運営に支障をきたします。
　一人ひとりの心がけで節約できる医療費があります。
　これから先も安心して医療を受け続けられるように、医療費を大切に使って、医療保険制度を守りましょう。

・健康診査やがん検診を受けましょう
・軽い体調不良は市販薬（OTC医薬品）などを使うなどして対処しましょう
・お医者さんにかかるときは、まずは「かかりつけ医」に診てもらいましょう
・重複受診はやめましょう（同じ病気で複数の医療機関にかかること）
・緊急時以外は、休日・時間外受診はやめましょう　・薬は「かかりつけ薬局」でもらいましょう
・おくすり手帳は１冊にまとめて活用しましょう　   ・ジェネリック医薬品を利用しましょう
・健康的な生活習慣を身につけましょう（栄養、運動、睡眠、禁煙、節酒）

みんなの国民健康保険みんなの国民健康保険

●医療費を大切に使いましょう

●問い合わせ先　福祉課国保係　☎64-8801

［増加する医療費］

［減少する国保加入者］

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0

R1 R2 R3 R4

下仁田町国保_医療費 入院 外来
（億円）

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

32,000

34,000

R1 R2 R3 R4

一人あたり月額医療費

下仁田町

群馬県

国

（円）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

R1 R2 R3 R4 R5

下仁田町国保_加入者数
（人）

（人）

R1 R2 R3 R4 R5
2,005 1,963 1,903 1,828 1,669 

4/1時点

（円）

一人当たり 

月額医療費
R1 R2 R3 R4

下仁田町 27,790 26,370 31,550 31,970 
群馬県 25,940 25,500 27,210 27,940 
国 27,470 26,960 28,470 29,050 

出典：KDB「地域の全体像の把握」

医療費 R1 R2 R3 R4

（百万円以下切捨てのため、総額と入院・外来計に誤差あり）

総　額 6.8 6.3 7.2 6.9 
入院 3.2 3.2 3.5 3.4 
外来 3.6 3.0 3.6 3.4 

（億円）

19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



約３分間の健康講話が聞けます
月／口内炎　　　　　　　　火／金属アレルギー
水／インプラントのメリット・デメリット　木／子宮がんのはなし
金／妊婦さんのための歯科支援　土日／硬い素材の歯を入れたときの注意点
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆7日（水）　歯科　午後7時半～8時半
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン3月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（3月～4月）」

富岡保健福祉事務所　3月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

3月7日（木）

3月22日（金）

対象の方につい
ては、通知でお
知らせします
（4月下旬予定）

4月12日（金）

予約締切日
4月10日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和5年12月～令和6年1月生まれ

令和5年9月～10月生まれ

令和5年6月～7月生まれ

令和5年1月～2月生まれ

令和4年7月～8月生まれ

令和4年1月～2月生まれ

令和3年7月～8月生まれ

令和3年1月～2月生まれ

令和2年7月～8月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

3月5・12・
　  19日（火）

3月12日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制） 年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門

スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆3月3日（日）宮崎　誠　先生（宮崎医院）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

健康健康

3月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

3/21（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

3/14（木）

１０：００～１１：３０

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。
　ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



約３分間の健康講話が聞けます
月／口内炎　　　　　　　　火／金属アレルギー
水／インプラントのメリット・デメリット　木／子宮がんのはなし
金／妊婦さんのための歯科支援　土日／硬い素材の歯を入れたときの注意点
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆7日（水）　歯科　午後7時半～8時半
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン3月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（3月～4月）」

富岡保健福祉事務所　3月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

3月7日（木）

3月22日（金）

対象の方につい
ては、通知でお
知らせします
（4月下旬予定）

4月12日（金）

予約締切日
4月10日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和5年12月～令和6年1月生まれ

令和5年9月～10月生まれ

令和5年6月～7月生まれ

令和5年1月～2月生まれ

令和4年7月～8月生まれ

令和4年1月～2月生まれ

令和3年7月～8月生まれ

令和3年1月～2月生まれ

令和2年7月～8月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

3月5・12・
　  19日（火）

3月12日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制） 年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門

スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆3月3日（日）宮崎　誠　先生（宮崎医院）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

健康健康

3月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

3/21（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

3/14（木）

１０：００～１１：３０

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。
　ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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告

月
3

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税

の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
残

高
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

※
コ
ン
ビ
ニエン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

3
月
30
日（
土
）31
日（
日
）

町
税
の
納
税
に
つ
い
て
、お
困
り
事

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
住
民
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
日（
金
）・19
日（
火
）・２８
日（
木
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
水
）・
１8
日（
木
）・
２6
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

介
護
保
険
料
９
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
９
期

納
期
限
は
４
月
１
日（
月
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

3
月
の
支
払
日

4
月
の
支
払
日

●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita
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人口
　男
　女
世帯

（　16）
（　 8）
（　 8）
（　 2）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,300人
3,091人
3,209人
3,147世帯

転入  15人/  出生 2人
転出  14人/  死亡 19人

（2月1日現在）

（1月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２4年２０２4年 No815

月月

有
料
広
告

下仁田町下仁田町

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（　弘　）
（岡田常夫）
（邦　明）
（田島晴美）
（安　司）
（　正　）
（齊藤均）
（美智子）
（恵　介）
（　徹　）
（博　昭）
（善　幸）
（尚　寿）
（精　司）
（一　夫）
（関口晴巳）

東野牧
上小坂
中小坂
中小坂
南野牧
横　間
本　宿
東　町
下小坂
城　西
吉　崎
小　川
中　央
東　町
吉　崎
馬　山

金井　タメ
齋藤　キヨ
永井　亮
永井とみ江
小金澤　一
上原　美代
　藤　清
髙田　正美
林　喜代次
岡野　文男
村木とみ子
下山　きよ
永井よし子
平田　尚治
佐藤喜美子
大小原　勇

福田　陽菜
ひな

（信幸・結菜）

1月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

川 井

関係者が一堂に会し、地域防災計画を協議
下仁田町防災会議開催／２月８日


